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町長所信表明（施政方針） 
小さくても豊かな
まちづくり

❻３月議会で決まったこと
 新年度予算議決！

22議員記者が行く！ 食推へインタビュー
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主要施策３つの柱！

施政方針（要旨） 

人　事

小さくても豊かな
　　　　まちづくり！

１
都市計画マスタープラン
と緑の基本計画を策定

都市計画の視点から未来の
昭和町の姿を描いていきます。

２
（仮称）生涯学習館の建
設と、児童生徒数増加に
伴う押原中学校の校舎増
築に向けての建設検討
委員会の設置

町民の皆様から要望をいただき、
第6次総合計画や昭和町まち・
ひと・しごと総合戦略にも位置づ
けている計画を進めていきます。

3
子育て支援に関する総
合サービス拠点の整備、
検討

多様化する子育てニーズに、よ
りきめ細かい対応を可能とする
ために進めていきます。

「支え合う健やかな町を目指す」
・さらなる福祉の向上。

１

「豊かな心と文化を育む町を目指す」
・教育・スポーツ・文化活動の支援。

2

「快適で住み心地のよい町を目指す」
・快適な住環境、リニア開通を見据えたア
クセス道路の整備。

3

「にぎわいと活力のある町を目指す」
・交流人口の増加に努め、企業支援を
することによる雇用や起業の増加。

4

「安心して暮らせる町を目指す」
・消費者生活の向上、セキュリティ強
化、災害への備えを万全に。

5

「参画と交流の町を目指す」
・町内各種団体との連携支援の
継続

6

町民サービスの維持・向上を目指す６つの諸施策！

副町長副町長

「住みよいまちのさらなる
                 成長のために！」

昭和町副町長に志村武夫氏（西条一区）が再任されました。
2期目となります。志村　武夫 氏

し む ら

西条4208番地

た け お

清水　克　 氏
し み ず

押越区

ま さ る

内池　光男 氏
うち いけ

西条二区

み つ お

磯部　洋　 氏
い そ べ

飯喰区

ひ ろ し

杉浦　彊　 氏
す ぎうら

西条新田区

河西区 築地新居区上河東二区

つ よ し

清水新居区
保坂　一男 氏
ほ さ か か ず お

萩原　邦彦 氏
はぎはら くに ひ こ

武内　誠　 氏
たけうち ま こ と

雨宮　章人 氏
あめみや あきひと

河西　勝　 氏
か さ い

西条二区

ま さ る

石原　正文 氏
いしはら

河西区

まさふみ

塩田　正和 氏
し お た

西条新田区

まさかず

伊藤　和彦 氏
い と う

上河東区

かずひこ

上杉　正名 氏
うえすぎ

押越区

ま さ な

山本　拓　 氏
やまもと

河東中島区

た く

佐野　國夫 氏
さ の

河東中島区

く に お

長沼　　子 氏
ながぬま

河西区

れ い こ

鷺山　房雄 氏
さぎやま

紙漉阿原区

ふ さ お

篠原　頼子 氏
しのはら

西条二区

よ り こ

㓛刀　明好 氏
く ぬ ぎ

築地新居区

あきよし

笹本　孝　 氏
ささもと

清水新居区

た か し

委 員

委 員

補充員

※全員同意で任命

平成29年4月11日をもって任期満了となることから、議会が4名の選挙管理委員を選出しました。
また補充員として4名が選出されました。

平成29年3月31日をもって任期満了となることから3人の公平委員が選任されました。

山本　哲　 氏
やまもと

河東中島区

さ と し

秋山　正巳 氏
あきやま

河西区

ま さ み

名執　忠義 氏
な と り

西条一区

ただよし

委 員

公平委員公平委員

農業委員会委員農業委員会委員

選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員

※全員同意で選任

※全員同意で選任

任期：平成29年4月1日－平成33年3月31日

任期：平成29年4月1日－平成33年3月31日

任期：平成29年5月17日－平成32年5月16日

任期：平成29年4月12日－平成33年4月11日

※議会で選挙

人

　事

所
信
表
明
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平成29年度
一般会計

■平成29年度一般会計・特別会計　

歳入合計
70億2300万円

歳出合計
70億2300万円

民生費
28億1169万3千円
（40.0%）

町税
44億8593万円
（63.9%）

繰入金
3億2700万円
（4.7%）

国庫支出金 
7億8294万8千円
（11.1%）

県支出金
6億460万4千円
（8.6%）

総務費
8億8941万5千円
（12.7%）

土木費
8億8352万1千円
（12.6%）

教育費
8億5578万1千円
（12.2%）

公債費
5億5339万9千円
（7.9%）

衛生費
5億1422万7千円（7.3%） 消防費2億9662万1千円（4.2%）

議会費1億406万9千円（1.5%）
農林水産費
8435万4千円（1.2%）

商工費2225万9千円
（0.3%）

町債(借入金)960万円
（0.1%）

諸収入ほか
1億1991万5千円
（1.7%）

使用料・手数料
7184万4千円
（1.0%）

分担・負担金
1億7565万8千円
（2.5%）

地方消費税交付金
3億7000万円（5.3%）

地方譲与税ほか
7億5501万円（1.1%）

その他766万1千円
（0.1%）

人への 投資でよりよい町づくり

一般会計
の

主な事業

・自立支援給付費

・後期高齢者医療給付費

・重度心身障害者医療費

2億5860万円

1億481万円

5160万円

会　計　名

合　計

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス
下水道事業
渇水対策事業

70億2300万円
22億7700万0千円
1億5410万0千円
9億9473万4千円
2216万1千円

11億1990万2千円
698万3千円

115億9788万円

69億7300万円
20億8000万0千円
1億4530万0千円
10億 381万0千円
1888万9千円

10億 492万2千円
512万7千円

112億3104万8千円

5000万円 
1億9700万円 

880万円 
ｰ907万6千円
327万2千円 
1億1498万円 
185万6千円 

3億6683万2千円

0.7%
9.5%
6.1%
ｰ0.9%
17.4%
11.4%
36.4%
3.3%

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

差 可　否新年度予算
(H29)

昨年度予算
(H28)

前年度
比率

特
別
会
計

社会保 障費充実！社会保 障費充実！

町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

18億6745万7千円

22億8459万3千円

2億7740万6千円

5522万円

町税内訳

※数値は端数調整してあるため、合計が
一致しない場合があります。 

自主財源（73.8％
）

依存財源（26.2％）

一
般
会
計

一
般
会
計

一般会計
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平成28年度一般会計補正予算　

一般会計　※全員賛成で可決

子育て支援の充実を！ 3月議会で
決まったこと

　
平
成
２９
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
平
成
２９
年
度
一般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
７
案
件
の
ほ
か
、
28
年
度
の
補
正
予
算
７
案
件
、
条
例
の
制
定
・

改
正
７
案
件
、
選
挙
１
案
件
、
ま
た
人
事
案
件
16
案
件
、
そ
の
他
１
案
件
、
計
39
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
15
件
に
つい
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、
町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

特別会計　※全員賛成で可決

条例改正　※全員賛成で可決
◎職員給与条例の改正
●時間外勤務手当ての計算方法について、労働基準法に適合するよう改正。

◎職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正
●主に働きながら介護がしやすい環境にするための改正。

◎職員の育児休業等に関する条例の改正
●育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を図るため、育児休業の対象となる
　子の範囲が拡大されたことによる改正。

◎ひとり親家庭医療費助成金の支給に関する条例の改正
●児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う条文中の項の繰り下げをするため

　　の改正。

◎特別職等の委員及び区長等で非常勤のものの報酬および費用弁償に
関する条例の改正
●青少年カウンセラーの勤務日数を増やすため、および農業委員会等に関する法律の

　　改正があったことによる改正。

                                                                         平成29年4月1日 施行

条例制定　※全員賛成で可決
໐環境基本条例制定
●町民、町および事業者がそれぞれの役割分担のもとに協働して良好な自然環境と
　健全な社会環境の保全と創造を推進するための条例制定。

໐町長の給料月額の減額に関する条例制定
●社会福祉協議会職員の不祥事に対する会長としての管理監督責任、および、社

　　会福祉協議会への町職員派遣に対する町長としての任命責任について　野町
　　長からの申し出により給料月額の10分の1減額を2ヶ月間行うための条例制定。

                                                                            平成29年4月1日 施行

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

　810万4千円【減額】

　91万9千円【減額】

　1億3342万6千円【減額】

　4万5千円【減額】

　722万9千円【減額】

　256万4千円【増額】

（総額：21億9896万6千円）

（総額：1億4532万9千円）

（総額：9億4225万4千円）

（総額：1818万9千円）

（総額：10億2732万7千円）

（総額：769万1千円）

 歳入
●子どものための教育・保育給付費・
　地方単独補助金〔増額〕
●放課後児童クラブ整備事業費補助金〔増額〕

 歳出
●臨時給付費〔増額〕
●民間保育所施設整備費〔減額〕

 財政調整基金
（剰余金）
1億8241万9千円を積み立て

 公共施設整備等事業基金
（剰余金）
1億27万円を積み立て

その他　※全員賛成で可決

໐指定管理者の指定について
　昭和町押原公園の設備、備品について、平成29年4月1日から5年間、一般社団法人
山梨県サッカー協会に管理させることについて、議会の議決を求めるもの。
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平成28年度一般会計補正予算　

一般会計　※全員賛成で可決

子育て支援の充実を！ 3月議会で
決まったこと

　
平
成
２９
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
平
成
２９
年
度
一般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
７
案
件
の
ほ
か
、
28
年
度
の
補
正
予
算
７
案
件
、
条
例
の
制
定
・

改
正
７
案
件
、
選
挙
１
案
件
、
ま
た
人
事
案
件
16
案
件
、
そ
の
他
１
案
件
、
計
39
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
15
件
に
つい
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、
町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

特別会計　※全員賛成で可決

条例改正　※全員賛成で可決
◎職員給与条例の改正
●時間外勤務手当ての計算方法について、労働基準法に適合するよう改正。

◎職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正
●主に働きながら介護がしやすい環境にするための改正。

◎職員の育児休業等に関する条例の改正
●育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を図るため、育児休業の対象となる
　子の範囲が拡大されたことによる改正。

◎ひとり親家庭医療費助成金の支給に関する条例の改正
●児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う条文中の項の繰り下げをするため

　　の改正。

◎特別職等の委員及び区長等で非常勤のものの報酬および費用弁償に
関する条例の改正
●青少年カウンセラーの勤務日数を増やすため、および農業委員会等に関する法律の

　　改正があったことによる改正。

                                                                         平成29年4月1日 施行

条例制定　※全員賛成で可決
໐環境基本条例制定
●町民、町および事業者がそれぞれの役割分担のもとに協働して良好な自然環境と
　健全な社会環境の保全と創造を推進するための条例制定。

໐町長の給料月額の減額に関する条例制定
●社会福祉協議会職員の不祥事に対する会長としての管理監督責任、および、社

　　会福祉協議会への町職員派遣に対する町長としての任命責任について　野町
　　長からの申し出により給料月額の10分の1減額を2ヶ月間行うための条例制定。

                                                                            平成29年4月1日 施行

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

　810万4千円【減額】

　91万9千円【減額】

　1億3342万6千円【減額】

　4万5千円【減額】

　722万9千円【減額】

　256万4千円【増額】

（総額：21億9896万6千円）

（総額：1億4532万9千円）

（総額：9億4225万4千円）

（総額：1818万9千円）

（総額：10億2732万7千円）

（総額：769万1千円）

 歳入
●子どものための教育・保育給付費・
　地方単独補助金〔増額〕
●放課後児童クラブ整備事業費補助金〔増額〕

 歳出
●臨時給付費〔増額〕
●民間保育所施設整備費〔減額〕

 財政調整基金
（剰余金）
1億8241万9千円を積み立て

 公共施設整備等事業基金
（剰余金）
1億27万円を積み立て

その他　※全員賛成で可決

໐指定管理者の指定について
　昭和町押原公園の設備、備品について、平成29年4月1日から5年間、一般社団法人
山梨県サッカー協会に管理させることについて、議会の議決を求めるもの。
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一般質問の内容はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。一般質問の内容はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
諮
問
機
関
の
見
直
し
を

A
必
要
に
応
じ
て
統
合
、

廃
止
を
検
討
し
て
い
く

河住　保茂 議員
か わ す み や すし げ

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　
審
議
会
、
調
査
会
等
の
諮
問
機
関
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。こ
こ
２
、

３
年
の
諮
問
機
関
の
活
動
実
績
も
教
え

て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
諮
問
機
関
の
委
員
を
幅
広
い

階
層
か
ら
募
集
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

河
住

①
工
業
団
地
内
企
業
の
経
済
活
動

活
性
化
を
目
指
し
て
、
緑
地
面
積

率
等
を
緩
和
す
る
準
則
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
。

②
釜
無
工
業
団
地
内
に
あ
る
未
利

用
地
の
新
規
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の

対
策
は
。

依
田

Q
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
支
援
策
は

A
支
援
す
る
条
例
制
定
を

検
討
し
て
い
く

　
中
小
企
業
と
小
規
模
企
業
の
支

援
体
制
を
よ
り
充
実
し
て
い
く
た

め
の
条
例
制
定
の
考
え
は
。

依
田

　
諮
問
機
関
で
そ
の
後
の
活
動
が

な
い
と
こ
ろ
は
解
散
し
て
も
い
い
と

思
わ
れ
る
が
、解
散
で
き
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
審
議
会
を
あ
る
程
度
統

合
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
分
科
会
等

を
置
く
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、

　
現
在
、
町
に
は
諮
問
機
関
が
22

機
関
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目

的
や
活
動
内
容
が
異
な
る
の
で
見
直

し
は
容
易
で
は
な
い
が
、
必
要
に
応

じ
て
統
合
、
廃
止
を
検
討
し
て
い

く
。
会
議
の
開
催
回
数
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
１
機
関
あ

た
り
平
均
約
２
回
で
、
案
件
が
な
く

会
議
を
開
催
し
な
か
っ
た
審
議
会
等

は
７
機
関
あ
る
。

　
今
後
も
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
通
し
て
、町
民
参
加
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
々

を
積
極
的
に
選
任
し
て
い
き
た
い
。

町
長

①
釡
無
工
業
団
地
に
つい
て
は
既
に
要
望

も
あ
り
、
緑
地
面
積
率
を
25
％
か
ら

15
％
に
緩
和
す
る
案
を
議
会
に
上
程
す

る
考
え
だ
。
国
母
工
業
団
地
は
甲
府
市
、

中
央
市
、
昭
和
町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た

め
協
議
を
進
め
て
い
く
。

②
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
、

道
路
幅
の
問
題
等
で
誘
致
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
道
路
の
拡
幅
も
検
討
し
、

町
長

　
支
援
チ
ー
ム
は
医
療
と
看
護
お
よ

び
介
護
の
専
門
職
で
構
成
す
る
。

　
保
健
師
以
外
は
外
部
か
ら
の
協

力
が
必
要
で
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

は
確
保
の
目
途
が
たって
い
る
。

　
特
定
の
資
格
を
持った
看
護
師
につ

い
て
も
、メンバ
ー
と
し
て
考
え
て
い
る
。

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
認
知
症
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

強
化
し
取
り
組
む

　
高
齢
者
や
地
域
、認
知
症
の
方
の

見
守
り
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
に

な
る
の
か
。

　
ま
た
、認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
や
す
い
町
を
目
指
し
た
取
り
組

み
は
。

河
住

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
図
り
、

平
成
30
年
度
に
は
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
推
進
の
た
め
、３
つ
の
モ
デ
ル

町
長

Q
ス
ポ
ー
ツ
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

A
検
討
す
る
た
め
の

組
織
を
起
ち
上
げ
る

　
現
有
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
有
効
利
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ド
化
を
考
え
て
は
。

依
田

　
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
考
え
方
は
、こ
れ
か
ら
の

町
発
展
の
一
つ
の
方
策
。

　
検
討
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を

前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

町
長

　
行
財
政
改
革
審
議
会
な
ど
数
年

開
催
し
て
い
な
い
審
議
会
に
つ
い
て

も
、
案
件
が
で
た
時
に
は
審
議
会
で

諮
問
が
必
要
な
た
め
、
今
現
在
、
廃

止
は
考
え
て
い
な
い
。

　
現
状
を
調
査
す
る
中
で
、
審
議

会
等
統
廃
合
で
き
る
か
、
ま
た
、
そ

の
場
合
、
小
委
員
会
や
分
科
会
な
ど

の
設
置
に
よ
り
対
応
可
能
か
ど
う
か

に
つい
て
も
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長

　
３
月
中
に
県
と
市
町
と
の
最
初
の

協
議
会
が
あ
る
。国
母
工
業
団
地
は

市
町
を
ま
た
が
っ
て
い
る
企
業
も
あ

り
、協
議
が
長
引
く
可
能
性
が
あ
る

た
め
、釡
無
工
業
団
地
の
緑
地
面
積

の
緩
和
が
先
行
す
る
。

　
ま
た
、国
母
工
業
団
地
工
業
会
と

２
市
町
と
の
意
見
交
換
の
機
会
も

持
って
い
き
た
い
。

環
境
経
済
課
長

再
質
問

　
準
則
条
例
の
議
会
上
程
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
他
市
と
の
か
か

わ
り
あ
る
国
母
工
業
団
地
で
も
早

期
の
条
例
制
定
を
望
む
。

　
ま
た
、
国
母
工
業
団
地
内
企
業

と
の
意
見
交
流
も
積
極
的
に
行
う

べ
き
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

再
質
問

町
の
考
え
は
。

地
区
で「
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
会
」が
活
動
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
認
知

症
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　
平
成
30
年
ま
で
に
設
置
す
る
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

定
に
は
、
資
格
を
持
っ
た
専
門
家
が

必
要
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
進
ん

で
い
る
の
か
。

再
質
問

　
条
例
は
遅
く
と
も
平
成
29
年
度

中
に
は
議
会
に
上
程
し
た
い
。

　
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
や
目
指
す
べ
き
目
標

を
分
析
し
て
対
応
し
て
い
く
。

環
境
経
済
課
長

　
昨
年
６
月
に
創
業
者
支
援
利
子

補
給
制
度
の
要
綱
を
策
定
し
、
創

業
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、「
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す

る
条
例
」も
早
い
時
期
に
制
定
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

町
長

　
条
例
の
制
定
は
い
つ
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
る
か
。
合
わ
せ
て

基
本
計
画
の
策
定
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
。

再
質
問

　
全
国
の
先
進
事
例
な
ど
に
つ
い
て

情
報
収
集
、
調
査
し
た
後
、
来
年
度

中
を
目
標
に
起
ち
上
げ
た
い
。

生
涯
学
習
課
長

　
検
討
す
る
組
織
は
具
体
的
に

い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
体
制
を

作
っ
て
い
く
の
か
。

再
質
問

Q 工業団地内企業の活性化に向けた
緑地面積率等の緩和は

A 緩和案を議会に上程する

税
収
増
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

い
く
。 一般

質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

可能なサポート体制！財源確保！！
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一般質問の内容はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
諮
問
機
関
の
見
直
し
を

A
必
要
に
応
じ
て
統
合
、

廃
止
を
検
討
し
て
い
く

河住　保茂 議員
か わ す み や すし げ

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　
審
議
会
、
調
査
会
等
の
諮
問
機
関
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。こ
こ
２
、

３
年
の
諮
問
機
関
の
活
動
実
績
も
教
え

て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
諮
問
機
関
の
委
員
を
幅
広
い

階
層
か
ら
募
集
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

河
住

①
工
業
団
地
内
企
業
の
経
済
活
動

活
性
化
を
目
指
し
て
、
緑
地
面
積

率
等
を
緩
和
す
る
準
則
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
。

②
釜
無
工
業
団
地
内
に
あ
る
未
利

用
地
の
新
規
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の

対
策
は
。

依
田

Q
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
支
援
策
は

A
支
援
す
る
条
例
制
定
を

検
討
し
て
い
く

　
中
小
企
業
と
小
規
模
企
業
の
支

援
体
制
を
よ
り
充
実
し
て
い
く
た

め
の
条
例
制
定
の
考
え
は
。

依
田

　
諮
問
機
関
で
そ
の
後
の
活
動
が

な
い
と
こ
ろ
は
解
散
し
て
も
い
い
と

思
わ
れ
る
が
、解
散
で
き
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
審
議
会
を
あ
る
程
度
統

合
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
分
科
会
等

を
置
く
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、

　
現
在
、
町
に
は
諮
問
機
関
が
22

機
関
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目

的
や
活
動
内
容
が
異
な
る
の
で
見
直

し
は
容
易
で
は
な
い
が
、
必
要
に
応

じ
て
統
合
、
廃
止
を
検
討
し
て
い

く
。
会
議
の
開
催
回
数
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
１
機
関
あ

た
り
平
均
約
２
回
で
、
案
件
が
な
く

会
議
を
開
催
し
な
か
っ
た
審
議
会
等

は
７
機
関
あ
る
。

　
今
後
も
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
通
し
て
、町
民
参
加
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
々

を
積
極
的
に
選
任
し
て
い
き
た
い
。

町
長

①
釡
無
工
業
団
地
に
つい
て
は
既
に
要
望

も
あ
り
、
緑
地
面
積
率
を
25
％
か
ら

15
％
に
緩
和
す
る
案
を
議
会
に
上
程
す

る
考
え
だ
。
国
母
工
業
団
地
は
甲
府
市
、

中
央
市
、
昭
和
町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た

め
協
議
を
進
め
て
い
く
。

②
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
、

道
路
幅
の
問
題
等
で
誘
致
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
道
路
の
拡
幅
も
検
討
し
、

町
長

　
支
援
チ
ー
ム
は
医
療
と
看
護
お
よ

び
介
護
の
専
門
職
で
構
成
す
る
。

　
保
健
師
以
外
は
外
部
か
ら
の
協

力
が
必
要
で
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

は
確
保
の
目
途
が
たって
い
る
。

　
特
定
の
資
格
を
持った
看
護
師
につ

い
て
も
、メンバ
ー
と
し
て
考
え
て
い
る
。

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
認
知
症
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

強
化
し
取
り
組
む

　
高
齢
者
や
地
域
、認
知
症
の
方
の

見
守
り
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
に

な
る
の
か
。

　
ま
た
、認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
や
す
い
町
を
目
指
し
た
取
り
組

み
は
。

河
住

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
図
り
、

平
成
30
年
度
に
は
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
推
進
の
た
め
、３
つ
の
モ
デ
ル

町
長

Q
ス
ポ
ー
ツ
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

A
検
討
す
る
た
め
の

組
織
を
起
ち
上
げ
る

　
現
有
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
有
効
利
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ド
化
を
考
え
て
は
。

依
田

　
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
考
え
方
は
、こ
れ
か
ら
の

町
発
展
の
一
つ
の
方
策
。

　
検
討
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を

前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

町
長

　
行
財
政
改
革
審
議
会
な
ど
数
年

開
催
し
て
い
な
い
審
議
会
に
つ
い
て

も
、
案
件
が
で
た
時
に
は
審
議
会
で

諮
問
が
必
要
な
た
め
、
今
現
在
、
廃

止
は
考
え
て
い
な
い
。

　
現
状
を
調
査
す
る
中
で
、
審
議

会
等
統
廃
合
で
き
る
か
、
ま
た
、
そ

の
場
合
、
小
委
員
会
や
分
科
会
な
ど

の
設
置
に
よ
り
対
応
可
能
か
ど
う
か

に
つい
て
も
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長

　
３
月
中
に
県
と
市
町
と
の
最
初
の

協
議
会
が
あ
る
。国
母
工
業
団
地
は

市
町
を
ま
た
が
っ
て
い
る
企
業
も
あ

り
、協
議
が
長
引
く
可
能
性
が
あ
る

た
め
、釡
無
工
業
団
地
の
緑
地
面
積

の
緩
和
が
先
行
す
る
。

　
ま
た
、国
母
工
業
団
地
工
業
会
と

２
市
町
と
の
意
見
交
換
の
機
会
も

持
って
い
き
た
い
。

環
境
経
済
課
長

再
質
問

　
準
則
条
例
の
議
会
上
程
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
他
市
と
の
か
か

わ
り
あ
る
国
母
工
業
団
地
で
も
早

期
の
条
例
制
定
を
望
む
。

　
ま
た
、
国
母
工
業
団
地
内
企
業

と
の
意
見
交
流
も
積
極
的
に
行
う

べ
き
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

再
質
問

町
の
考
え
は
。

地
区
で「
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
会
」が
活
動
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
認
知

症
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　
平
成
30
年
ま
で
に
設
置
す
る
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

定
に
は
、
資
格
を
持
っ
た
専
門
家
が

必
要
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
進
ん

で
い
る
の
か
。

再
質
問

　
条
例
は
遅
く
と
も
平
成
29
年
度

中
に
は
議
会
に
上
程
し
た
い
。

　
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
や
目
指
す
べ
き
目
標

を
分
析
し
て
対
応
し
て
い
く
。

環
境
経
済
課
長

　
昨
年
６
月
に
創
業
者
支
援
利
子

補
給
制
度
の
要
綱
を
策
定
し
、
創

業
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、「
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す

る
条
例
」も
早
い
時
期
に
制
定
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

町
長

　
条
例
の
制
定
は
い
つ
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
る
か
。
合
わ
せ
て

基
本
計
画
の
策
定
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
。

再
質
問

　
全
国
の
先
進
事
例
な
ど
に
つ
い
て

情
報
収
集
、
調
査
し
た
後
、
来
年
度

中
を
目
標
に
起
ち
上
げ
た
い
。

生
涯
学
習
課
長

　
検
討
す
る
組
織
は
具
体
的
に

い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
体
制
を

作
っ
て
い
く
の
か
。

再
質
問

Q 工業団地内企業の活性化に向けた
緑地面積率等の緩和は

A 緩和案を議会に上程する

税
収
増
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

い
く
。 一般

質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問
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石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

林　和仁 議員
は や し か ず ひ と

　
保
護
観
察
対
象
者
の
再
犯
率
は
有

職
者
が
７.

４
％
無
職
者
が
36.

３
％
で

あ
り
、
再
犯
・
再
非
行
を
防
止
す
る

に
は
、
地
域
に
お
い
て
雇
用
を
積
極
的

に
進
め
、
適
切
な
生
活
環
境
と
一
定
の

生
活
基
盤
の
確
保
が
大
切
だ
。

　
地
域
に
精
通
し
て
い
る
行
政
が
、

地
元
企
業
等
へ
の
呼
び
か
け
を
す
る
な

ど
の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

林

　
民
生
委
員
の
協
力
の
も
と
で
行

う
実
態
の
把
握
は
、い
つ
ご
ろ
実
施

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
福
祉
バ
ス
を
活
用
し
た
試

験
的
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、い
つ
ご

ろ
か
ら
行
う
の
か
。

　
ま
ず
実
態
の
把
握
の
た
め
、担
当

課
で
民
生
委
員
な
ど
を
通
じ
て
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
、試
験
的
に一度
、

自
主
返
納
の
た
め
の
送
迎
を
行
う
こ

と
も一つ
の
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
実
施
の
際
に
は
、福
祉
バス
が
町
内

を
巡
回
し
、高
齢
者
を
乗
せ
て
免
許

セ
ン
タ
ー
へ
送
迎
す
る
方
法
が
適
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

　
将
来
的
に
は
、高
齢
者
に
限
ら
ず

誰
も
が
利
用
で
き
る
交
通
機
関
と
し

て
、商
業
施
設
や
公
共
施
設
、医
療

機
関
、主
要
駅
な
ど
を
結
ぶ
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
バス
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
雇
用
、
支

援
体
制
の
構
築
、
国
の
活
動
と
連
携
し

た
広
報
、
啓
発
体
制
の
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
昭
和
町
商
工
会
、
昭
和

町
建
設
安
全
協
議
会
、
釡
無
・
国
母
工

業
団
地
等
の
事
業
者
に
対
し
、
就
労
支

援
の
働
き
か
け
を
行
い
、
犯
罪
防
止
の

一
端
を
担
う
こ
と
に
貢
献
し
た
い
。

町
長

　
最
近
、
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
交
通
事
故
が
頻
繁
に

起
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
警
察
を

は
じ
め
多
く
の
自
治
体
が
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の
自
主
的
な
返
納
を
呼

び
か
け
た
結
果
、
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
件
数
は
増
え
て
い
て
、
身
分

証
明
と
し
て
使
え
る
運
転
経
歴
証
明

書
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
自
主
返
納
を
希
望
し
、

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し

た
く
て
も
、
免
許
セ
ン
タ
ー
等
へ
出

向
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
も
い

る
。
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
手
続

き
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
高
齢
者
の

運
転
免
許
自
主
返
納
の
支
援
策
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

石
原

　
実
態
把
握
は
５
、６
月
あ
た
り
に

行
わ
れ
る
民
生
委
員
の
定
例
会
で
お

願
い
し
、把
握
し
て
い
く
。あ
る
程
度
の

利
用
者
の
数
が
見
込
ま
れ
た
ら
、い
き

が
い
大
学
や
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

　
試
験
的
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、今

年
度
中
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
長

　
町
で
は
市
街
化
区
域
の
整
備
拡

大
に
努
め
、
現
在
の
市
街
化
区
域
は

町
全
体
の
61
％
を
占
め
る
ま
で
と

町
長

　
山
梨
県
で
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
県
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
に

つ
い
て
は
、
国
は
施
行
後
か
ら
５
年

を
め
ど
に
施
行
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
県
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

企
画
財
政
課
長

再
質
問

協
力
雇
用
主
に
対
す
る
公
共
工
事

等
の
競
争
入
札
に
お
け
る
優
遇
制
度

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
入
札
参
加
資
格
審
査
に
お

け
る
優
遇
処
置
に
つ
い
て
導
入
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
再
犯
防
止
推

進
法
が
成
立
し
、
地
方
自
治
体
に
再

犯
防
止
推
進
計
画
を
定
め
る
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

再
質
問

Q 保護観察対象者の再犯・再非行の防止

A 雇用、支援体制の構築などに取り組む

Q 高齢者の運転免許証自主返納の
支援策は？

A 試験的に自主返納のための
送迎を検討

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
町
の
面
積
の
50
％
が
市
街
化
区

域
、
残
り
の
50
％
は
調
整
区
域
だ

が
、
調
整
区
域
に
農
地
を
持
っ
て

い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
自
家
消
費

型
農
業
や
兼
業
農
家
で
あ
り
、
農

業
を
続
け
て
い
く
の
が
困
難
な
の

が
現
状
だ
。

　
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
と
、
抜
本
的
に
市
街
化
区
域
の

拡
大
を
進
め
、
面
的
整
備
を
す
る

こ
と
が
課
題
と
考
え
る
が
、
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

田
中

　
町
内
に
お
い
て
、
農
業
、
人
口
、

教
育
、
高
齢
化
等
、
総
合
し
て
格
差

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う
構
築
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
ず
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
で
き
て
か
ら
検
討
す
る
。
手
法

ば
か
り
で
な
く
、
多
様
な
面
か
ら
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
整
備
課
長

再
質
問

Q 市街化調整区域の拡大を

A 都市的土地利用が図れるよう
努めていく

な
っ
た
。

　
し
か
し
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
の
市
街
化
区
域

編
入
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
面
的
整
備
に
よ
る
市
街

化
区
域
へ
の
編
入
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
都
市
的
土
地
利
用
が
図
れ
る

よ
う
市
街
地
を
拡
大
し
て
い
く
方
法

で
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　
ま
た
今
後
の
リ
ニ
ア
環
境
未
来
都

市
整
備
方
針
や
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
市
街
化
調
整
区
域
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
の
方
針
等
を
検

討
し
て
い
く
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

都市計画図（昭和町）
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石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

林　和仁 議員
は や し か ず ひ と

　
保
護
観
察
対
象
者
の
再
犯
率
は
有

職
者
が
７.

４
％
無
職
者
が
36.

３
％
で

あ
り
、
再
犯
・
再
非
行
を
防
止
す
る

に
は
、
地
域
に
お
い
て
雇
用
を
積
極
的

に
進
め
、
適
切
な
生
活
環
境
と
一
定
の

生
活
基
盤
の
確
保
が
大
切
だ
。

　
地
域
に
精
通
し
て
い
る
行
政
が
、

地
元
企
業
等
へ
の
呼
び
か
け
を
す
る
な

ど
の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

林

　
民
生
委
員
の
協
力
の
も
と
で
行

う
実
態
の
把
握
は
、い
つ
ご
ろ
実
施

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
福
祉
バ
ス
を
活
用
し
た
試

験
的
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、い
つ
ご

ろ
か
ら
行
う
の
か
。

　
ま
ず
実
態
の
把
握
の
た
め
、担
当

課
で
民
生
委
員
な
ど
を
通
じ
て
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
、試
験
的
に一度
、

自
主
返
納
の
た
め
の
送
迎
を
行
う
こ

と
も一つ
の
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
実
施
の
際
に
は
、福
祉
バス
が
町
内

を
巡
回
し
、高
齢
者
を
乗
せ
て
免
許

セ
ン
タ
ー
へ
送
迎
す
る
方
法
が
適
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

　
将
来
的
に
は
、高
齢
者
に
限
ら
ず

誰
も
が
利
用
で
き
る
交
通
機
関
と
し

て
、商
業
施
設
や
公
共
施
設
、医
療

機
関
、主
要
駅
な
ど
を
結
ぶ
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
バス
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
雇
用
、
支

援
体
制
の
構
築
、
国
の
活
動
と
連
携
し

た
広
報
、
啓
発
体
制
の
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
昭
和
町
商
工
会
、
昭
和

町
建
設
安
全
協
議
会
、
釡
無
・
国
母
工

業
団
地
等
の
事
業
者
に
対
し
、
就
労
支

援
の
働
き
か
け
を
行
い
、
犯
罪
防
止
の

一
端
を
担
う
こ
と
に
貢
献
し
た
い
。

町
長

　
最
近
、
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
交
通
事
故
が
頻
繁
に

起
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
警
察
を

は
じ
め
多
く
の
自
治
体
が
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の
自
主
的
な
返
納
を
呼

び
か
け
た
結
果
、
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
件
数
は
増
え
て
い
て
、
身
分

証
明
と
し
て
使
え
る
運
転
経
歴
証
明

書
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
自
主
返
納
を
希
望
し
、

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し

た
く
て
も
、
免
許
セ
ン
タ
ー
等
へ
出

向
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
も
い

る
。
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
手
続

き
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
高
齢
者
の

運
転
免
許
自
主
返
納
の
支
援
策
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

石
原

　
実
態
把
握
は
５
、６
月
あ
た
り
に

行
わ
れ
る
民
生
委
員
の
定
例
会
で
お

願
い
し
、把
握
し
て
い
く
。あ
る
程
度
の

利
用
者
の
数
が
見
込
ま
れ
た
ら
、い
き

が
い
大
学
や
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

　
試
験
的
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、今

年
度
中
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
長

　
町
で
は
市
街
化
区
域
の
整
備
拡

大
に
努
め
、
現
在
の
市
街
化
区
域
は

町
全
体
の
61
％
を
占
め
る
ま
で
と

町
長

　
山
梨
県
で
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
県
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
に

つ
い
て
は
、
国
は
施
行
後
か
ら
５
年

を
め
ど
に
施
行
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
県
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

企
画
財
政
課
長

再
質
問

協
力
雇
用
主
に
対
す
る
公
共
工
事

等
の
競
争
入
札
に
お
け
る
優
遇
制
度

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
入
札
参
加
資
格
審
査
に
お

け
る
優
遇
処
置
に
つ
い
て
導
入
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
再
犯
防
止
推

進
法
が
成
立
し
、
地
方
自
治
体
に
再

犯
防
止
推
進
計
画
を
定
め
る
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

再
質
問

Q 保護観察対象者の再犯・再非行の防止

A 雇用、支援体制の構築などに取り組む

Q 高齢者の運転免許証自主返納の
支援策は？

A 試験的に自主返納のための
送迎を検討

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
町
の
面
積
の
50
％
が
市
街
化
区

域
、
残
り
の
50
％
は
調
整
区
域
だ

が
、
調
整
区
域
に
農
地
を
持
っ
て

い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
自
家
消
費

型
農
業
や
兼
業
農
家
で
あ
り
、
農

業
を
続
け
て
い
く
の
が
困
難
な
の

が
現
状
だ
。

　
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
と
、
抜
本
的
に
市
街
化
区
域
の

拡
大
を
進
め
、
面
的
整
備
を
す
る

こ
と
が
課
題
と
考
え
る
が
、
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

田
中

　
町
内
に
お
い
て
、
農
業
、
人
口
、

教
育
、
高
齢
化
等
、
総
合
し
て
格
差

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う
構
築
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
ず
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
で
き
て
か
ら
検
討
す
る
。
手
法

ば
か
り
で
な
く
、
多
様
な
面
か
ら
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
整
備
課
長

再
質
問

Q 市街化調整区域の拡大を

A 都市的土地利用が図れるよう
努めていく

な
っ
た
。

　
し
か
し
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
の
市
街
化
区
域

編
入
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
面
的
整
備
に
よ
る
市
街

化
区
域
へ
の
編
入
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
都
市
的
土
地
利
用
が
図
れ
る

よ
う
市
街
地
を
拡
大
し
て
い
く
方
法

で
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　
ま
た
今
後
の
リ
ニ
ア
環
境
未
来
都

市
整
備
方
針
や
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
市
街
化
調
整
区
域
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
の
方
針
等
を
検

討
し
て
い
く
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

都市計画図（昭和町）
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金丸　富一 議員
か ね ま る と み か ず

樋口　敏夫 議員
ひ ぐ ち と し お

①
杉
浦
醫
院
の
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
や
独
自
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
が
で
き

る
よ
う
、
杉
浦
醫
院
の
独
立
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

は
。

②
町
内
の
学
校
に
勤
め
る
教
職
員
に

杉
浦
醫
院
の
見
学
会
を
組
み
入
れ

た
研
修
を
行
い
、
教
職
員
の
町
に
対

す
る
歴
史
の
知
識
の
蓄
え
と
、
町
の

教
育
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
が
、
町
の
考
え
は
。

樋
口

　
町
で
は
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
中

小
企
業
か
ら
の
物
品
購
入
等
を
行
い
、障

が
い
者
雇
用
の
促
進
を
図
って
い
る
。ま
た

町
内
に
は
障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
す
る

支
援
事
業
所
が
３
ヶ
所
あ
り
、現
在
４
人

が
利
用
し
て
い
る
。

　
就
労
支
援
事
業
等
の
利
用
者
登
録
は

33
人
あ
り
、利
用
期
間
の
長
短
は
あ
る

が
、平
成
27
年
度
は
延
べに
し
て
３
０
０
月

の
利
用
が
あった
。

　
今
後
も
国
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が

ら
、支
援
事
業
所
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、就
労
支
援
に
努
め
て
い
く
。

町
長

①
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
杉
浦
醫

院
の
、
県
内
外
への
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が

必
要
だ
。

　
来
年
度
の
予
算
で
は
、
杉
浦
醫
院

運
営
費
と
し
て
予
算
要
求
し
て
あ

り
、
独
自
で
支
出
業
務
、
決
裁
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
予
算
の
執
行
が

教
育
長

　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
事
業
に
つ
い

て
、対
象
と
な
る
人
員
や
町
内
の
支
援
団

体
の
数
や
支
援
内
容
等
の
現
状
の
様
子
は
。

　
ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る
動
向
に
つ
い
て

も
説
明
を
。

金
丸

①
事
業
所
等
と
の
連
携
を
図
る
中

で
、意
見
交
換
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
現
在
、自
立
支
援
協
議
会
の
中
で

事
業
所
団
体
と
定
期
的
に
意
見
交

換
を
交
わ
し
て
い
る
が
、そ
れ
も
活
用

し
な
が
ら
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
。

福
祉
課
長

②
平
成
29
年
度
は
40
人
の
就
労
に
関

す
る
自
立
支
援
を
見
込
ん
で
い
る
。　

各
事
業
所
と
の
意
見
交
換
の
場
を
使

い
な
が
ら
、町
内
だ
け
で
な
く
広
域
的

な
県
内
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、多

く
の
人
の
就
労
支
援
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
基
準
に
合
っ
た
公
会
計
に
対
応
す

る
た
め
、固
定
資
産
台
帳
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
と
決
算
状
況
を
基
に
、平
成
２９

町
長

　
県
立
博
物
館
の
多
彩
な
資
料
の

中
か
ら
、
杉
浦
醫
院
で
借
り
受
け

し
て
特
別
な
展
示
が
可
能
か
打
診

し
た
。

　
貸
し
出
し
す
る
場
合
は
温
度
管

理
、
湿
度
管
理
が
必
要
な
も
の
は
無

理
と
の
こ
と
。

　
展
示
す
る
場
合
の
対
象
者
に
よ
っ

て
も
内
容
が
か
わ
る
の
で
、す
り
合

わ
せ
て
い
き
た
い
。情
報
交
換
を
し
な

が
ら
連
携
し
て
い
く
。

教
育
長

①
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
第
一
歩

と
し
て
、支
援
団
体
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
の
考
え
は
。

②
町
内
に
お
け
る
自
立
支
援
が
必

要
な
障
が
い
者
の
数
は
。増
減
は
予

想
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
利
用
者
が
増
加
し
た
場
合
、

現
状
で
受
け
入
れ
は
可
能
か
。協
力

事
業
者
の
確
保
は
福
祉
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

再
質
問

　
入
場
者
の
増
加
を
め
ざ
す
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
山
梨
県
立
博
物
館

と
協
力
し
、
資
料
の
相
互
貸
し
出

し
な
ど
の
連
携
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

再
質
問

Q 風土伝承館・杉浦醫院の独立性の確保を

A 来年度から独自の支出業務、決裁に

Q 障がい者の就労支援の現状と
今後の動向は

A 関係機関と連携を図り、
就労支援に努めていく

中澤　康夫 議員
な か ざ わ や す お

　
平
成
28
年
度
決
算
分
か
ら
財
務

書
類
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
は
。

　
国
が
強
く
指
導
し
て
い
る
新
地

方
公
会
計
制
度
は
、
企
業
会
計
で

普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
な
ど
の
数
字
を

見
て
、
財
政
改
革
や
将
来
に
向
け

て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
組
み
立
て
る
も
の
で
、
地
方

が
自
立
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
地
方
公
会
計
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
行
財
政
の
効
率

化
や
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実

現
を
目
指
せ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

中
澤

　
今
回
の
整
備
で
は
、
平
成
28
年
度

決
算
分
か
ら
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

の
伝
票
仕
分
け
を
行
い
、
財
産
取
得

に
よ
る
資
産
増
と
現
金
資
産
の
増

減
を
行
う
複
式
簿
記
の
方
式
の
情

報
と
、
固
定
資
産
台
帳
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
と
、
減
価
償
却
状
況
の
デ
ー
タ

を
こ
の
財
務
書
類
に
反
映
さ
せ
る
。

企
画
財
政
課
長

再
質
問

Q 新地方公会計制度の導入を

A 平成２９年度の移行に向けて
体制を整備中

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
って
い
く
。
来
年

度
は
英
語
版
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
用
ビ
デ

オ
の
作
成
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
予
算

案
も
提
出
し
て
い
る
。
今
後
も
円

滑
な
運
営
と
よ
り
魅
力
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

②
今
後
、
夏
休
み
の
研
修
と
し
て
、

杉
浦
醫
院
の
見
学
を
含
め
て
文
化

財
や
史
跡
、工
業
団
地
の
見
学
な
ど

を
、教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
って
、

全
教
職
員
が
参
加
で
き
る
方
法
を

検
討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

年
度
中
に
平
成
２８
年
度
決
算
分
に
つ

い
て
財
務
書
類
を
作
成
す
る
予
定
。

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
公
会

計
の
対
応
は
完
了
し
て
い
る
。

　
職
員
の
複
式
簿
記
の
知
識
習
得

や
、専
門
知
識
を
有
す
る
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
納
入
業
者
と
支
援
業
務
委

託
の
締
結
も
行
い
、平
成
２９
年
度
の

新
地
方
公
会
計
制
度
への
円
滑
な
移

行
に
向
け
て
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

杉
浦
醫
院
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金丸　富一 議員
か ね ま る と み か ず

樋口　敏夫 議員
ひ ぐ ち と し お

①
杉
浦
醫
院
の
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
や
独
自
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
が
で
き

る
よ
う
、
杉
浦
醫
院
の
独
立
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

は
。

②
町
内
の
学
校
に
勤
め
る
教
職
員
に

杉
浦
醫
院
の
見
学
会
を
組
み
入
れ

た
研
修
を
行
い
、
教
職
員
の
町
に
対

す
る
歴
史
の
知
識
の
蓄
え
と
、
町
の

教
育
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
が
、
町
の
考
え
は
。

樋
口

　
町
で
は
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
中

小
企
業
か
ら
の
物
品
購
入
等
を
行
い
、障

が
い
者
雇
用
の
促
進
を
図
って
い
る
。ま
た

町
内
に
は
障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
す
る

支
援
事
業
所
が
３
ヶ
所
あ
り
、現
在
４
人

が
利
用
し
て
い
る
。

　
就
労
支
援
事
業
等
の
利
用
者
登
録
は

33
人
あ
り
、利
用
期
間
の
長
短
は
あ
る

が
、平
成
27
年
度
は
延
べに
し
て
３
０
０
月

の
利
用
が
あった
。

　
今
後
も
国
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が

ら
、支
援
事
業
所
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、就
労
支
援
に
努
め
て
い
く
。

町
長

①
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
杉
浦
醫

院
の
、
県
内
外
への
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が

必
要
だ
。

　
来
年
度
の
予
算
で
は
、
杉
浦
醫
院

運
営
費
と
し
て
予
算
要
求
し
て
あ

り
、
独
自
で
支
出
業
務
、
決
裁
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
予
算
の
執
行
が

教
育
長

　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
事
業
に
つ
い

て
、対
象
と
な
る
人
員
や
町
内
の
支
援
団

体
の
数
や
支
援
内
容
等
の
現
状
の
様
子
は
。

　
ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る
動
向
に
つ
い
て

も
説
明
を
。

金
丸

①
事
業
所
等
と
の
連
携
を
図
る
中

で
、意
見
交
換
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
現
在
、自
立
支
援
協
議
会
の
中
で

事
業
所
団
体
と
定
期
的
に
意
見
交

換
を
交
わ
し
て
い
る
が
、そ
れ
も
活
用

し
な
が
ら
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
。

福
祉
課
長

②
平
成
29
年
度
は
40
人
の
就
労
に
関

す
る
自
立
支
援
を
見
込
ん
で
い
る
。　

各
事
業
所
と
の
意
見
交
換
の
場
を
使

い
な
が
ら
、町
内
だ
け
で
な
く
広
域
的

な
県
内
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、多

く
の
人
の
就
労
支
援
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
基
準
に
合
っ
た
公
会
計
に
対
応
す

る
た
め
、固
定
資
産
台
帳
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
と
決
算
状
況
を
基
に
、平
成
２９

町
長

　
県
立
博
物
館
の
多
彩
な
資
料
の

中
か
ら
、
杉
浦
醫
院
で
借
り
受
け

し
て
特
別
な
展
示
が
可
能
か
打
診

し
た
。

　
貸
し
出
し
す
る
場
合
は
温
度
管

理
、
湿
度
管
理
が
必
要
な
も
の
は
無

理
と
の
こ
と
。

　
展
示
す
る
場
合
の
対
象
者
に
よ
っ

て
も
内
容
が
か
わ
る
の
で
、す
り
合

わ
せ
て
い
き
た
い
。情
報
交
換
を
し
な

が
ら
連
携
し
て
い
く
。

教
育
長

①
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
第
一
歩

と
し
て
、支
援
団
体
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
の
考
え
は
。

②
町
内
に
お
け
る
自
立
支
援
が
必

要
な
障
が
い
者
の
数
は
。増
減
は
予

想
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
利
用
者
が
増
加
し
た
場
合
、

現
状
で
受
け
入
れ
は
可
能
か
。協
力

事
業
者
の
確
保
は
福
祉
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

再
質
問

　
入
場
者
の
増
加
を
め
ざ
す
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
山
梨
県
立
博
物
館

と
協
力
し
、
資
料
の
相
互
貸
し
出

し
な
ど
の
連
携
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

再
質
問

Q 風土伝承館・杉浦醫院の独立性の確保を

A 来年度から独自の支出業務、決裁に

Q 障がい者の就労支援の現状と
今後の動向は

A 関係機関と連携を図り、
就労支援に努めていく

中澤　康夫 議員
な か ざ わ や す お

　
平
成
28
年
度
決
算
分
か
ら
財
務

書
類
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
は
。

　
国
が
強
く
指
導
し
て
い
る
新
地

方
公
会
計
制
度
は
、
企
業
会
計
で

普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
な
ど
の
数
字
を

見
て
、
財
政
改
革
や
将
来
に
向
け

て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
組
み
立
て
る
も
の
で
、
地
方

が
自
立
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
地
方
公
会
計
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
行
財
政
の
効
率

化
や
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実

現
を
目
指
せ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

中
澤

　
今
回
の
整
備
で
は
、
平
成
28
年
度

決
算
分
か
ら
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

の
伝
票
仕
分
け
を
行
い
、
財
産
取
得

に
よ
る
資
産
増
と
現
金
資
産
の
増

減
を
行
う
複
式
簿
記
の
方
式
の
情

報
と
、
固
定
資
産
台
帳
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
と
、
減
価
償
却
状
況
の
デ
ー
タ

を
こ
の
財
務
書
類
に
反
映
さ
せ
る
。

企
画
財
政
課
長

再
質
問

Q 新地方公会計制度の導入を

A 平成２９年度の移行に向けて
体制を整備中

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
って
い
く
。
来
年

度
は
英
語
版
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
用
ビ
デ

オ
の
作
成
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
予
算

案
も
提
出
し
て
い
る
。
今
後
も
円

滑
な
運
営
と
よ
り
魅
力
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

②
今
後
、
夏
休
み
の
研
修
と
し
て
、

杉
浦
醫
院
の
見
学
を
含
め
て
文
化

財
や
史
跡
、工
業
団
地
の
見
学
な
ど

を
、教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
って
、

全
教
職
員
が
参
加
で
き
る
方
法
を

検
討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

年
度
中
に
平
成
２８
年
度
決
算
分
に
つ

い
て
財
務
書
類
を
作
成
す
る
予
定
。

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
公
会

計
の
対
応
は
完
了
し
て
い
る
。

　
職
員
の
複
式
簿
記
の
知
識
習
得

や
、専
門
知
識
を
有
す
る
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
納
入
業
者
と
支
援
業
務
委

託
の
締
結
も
行
い
、平
成
２９
年
度
の

新
地
方
公
会
計
制
度
への
円
滑
な
移

行
に
向
け
て
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

杉
浦
醫
院
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鷹野　一雄 議員
た か の か ず お

　
町
内
で
は
町
民
が
活
用
で
き
る
場
で

の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ「
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」の
設
置

が
少
な
く
、取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。庁
舎
内
や
町
内
各
地
の

避
難
施
設
な
ど
防
災
の
拠
点
的
場
所
に

設
置
す
る
こ
と
で
、災
害
時
の
住
民
ら
の

安
全
を
確
保
で
き
る
。

　
ま
た
、図
書
館
や
、多
く
の
町
民
が
利

用
す
る
公
民
館
な
ど
へ
の
設
置
も
必
要

だ
が
、町
の
考
え
は
。

鷹
野

　
町
内
の
各
小
学
校
は
、授
業
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
平
成
29
年
度
予
算
で
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
費

用
を
計
上
し
た
。

　
今
後
は
、図
書
館
、避
難
所
を
管
理
し

て
い
る
担
当
課
と
協
議
し
、制
限
を
設
け

た
う
え
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
設
置
し
、非
常
用

町
長

堀　門太 議員
ほ り も ん た

　
町
の
財
政
は
社
会
保
障
関
連
の
費
用

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
義
務
的
経

費
と
扶
助
費
が
増
加
し
て
い
て
、
普
通

建
設
事
業
費
の
公
共
施
設
建
設
や
用
地

取
得
な
ど
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
。

町
長

　
山
梨
県
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
、
富

士
山
や
八
ヶ
岳
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
昭
和
町
の
立
地
を
活
か
し
、

観
光
情
報
発
信
基
地
と
し
て
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
展
望
タ
ワ
ー
の
建
設
を

提
案
す
る
。

　
４
年
後
の
町
制
50
周
年
の
記
念
事

業
と
位
置
づ
け
、
寄
附
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
で
資
金
を
集
め
、
町

の
支
出
は
極
力
抑
え
て
取
り
組
み
た

い
が
、
町
の
考
え
は
。

堀

　
設
置
施
設
と
関
連
部
局
に
つい
て

は
、避
難
所
の
西
条
小
、押
原
小
、常

永
小
の
体
育
館
は
学
校
教
育
課
、地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
生
涯
学
習
課
、

甲
府
昭
和
高
校
体
育
館
は
山
梨
県
、

福
祉
避
難
所
の
総
合
会
館
は
社
会

福
祉
協
議
会
、広
域
避
難
所
の
押
原

公
園
は
都
市
整
備
課
、救
援
物
資
集

積
所
の
総
合
体
育
館
と
図
書
館
は

生
涯
学
習
課
、総
合
対
策
本
部
と
な

る
庁
舎
は
総
務
課
に
な
る
。　

　
ま
た
、設
置
の
優
先
順
位
、設
置

時
期
に
つ
い
て
は
補
助
金
の
条
件
、

財
政
状
況
も
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、総
務
省
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
整
備
支
援
事
業
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長

　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
置
に
は
関
係
部
署
が

多
岐
に
わ
た
る
と
思
う
が
、具
体
的

に
考
え
て
い
る
設
置
施
設
、関
連
部

局
は
。

　
ま
た
、整
備
に
お
い
て
は
導
入
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
、組
織
を

設
け
て
優
先
順
位
、予
算
等
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、考
え

は
。 再

質
問

　
現
在
あ
る
観
光
資
源
と
し
て
、

山
伏
川
の
桜
並
木
、
紙
漉
阿
原
の

桜
、
杉
浦
醫
院
な
ど
が
あ
る
。

　
町
制
50
周
年
の
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。
４
年
後
な
の
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

企
画
財
政
課
長

　
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う
答
弁

だ
が
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
よ
う
な
高

層
で
な
く
、
低
予
算
で
の
建
設
を

提
案
し
た
い
。

　
タ
ワ
ー
に
代
わ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
観
光
施
策
は
、
ま
た
町
制
50
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
何
か
考
え

が
あ
る
の
か
。

再
質
問

Q 町内への無線ＬＡＮの設置と活用は

A ＷｉＦｉ環境の整備を検討していく

Q 展望タワーで観光振興を

A 現状の財政では難しい

の
電
源
確
保
も
行
い
、災
害
時
の
通

信
手
段
と
し
て
い
く
な
ど
、国
の
動
向

を
見
な
が
ら
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

①
発
達
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
観
点
で
は
、５
歳
児
健
診
で

は
遅
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町

で
は
１
歳
６
ヶ
月
健
診
・
２
歳
児
健

診
・
３
歳
児
健
診
で
問
診
や
発
達

検
査
を
充
実
さ
せ
て
い
る
の
で
、５

歳
児
健
診
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

②
発
達
障
害
の
支
援
を
含
め
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目

な
い
支
援
を
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠

点
と
し
て
の「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

③
町
内
の
保
育
園
と
保
健
師
、
学

校
教
育
課
の
教
育
指
導
監
が
連
携

し
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教

員
・
保
育
士
等
の
研
修
は
、
県
の

研
修
に
参
加
し
、
資
質
向
上
に
努

め
て
い
る
。

町
長

　
発
達
障
害
は
発
見
が
難
し
く
、保

護
者
と
の
共
通
理
解
が
困
難
な
場

合
が
多
い
た
め
、発
見
す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
、支
援
に
ま
で
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
支
援
方
法
を
家
族
に
説
明
し
助

言
を
し
な
が
ら
、そ
の
子
な
り
の
成

長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

最
大
の
支
援
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
は
正
し
い
理
解
を
持
っ

て
適
切
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
や
、幼
児
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
大
切
だ
。

①
就
学
健
診
よ
り
早
い
５
歳
児
健

診
の
必
要
性
は
。

②
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
に
よ

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た

め
の
窓
口
一
本
化
に
つ
い
て
の
考
え

は
。 河

田

　
乳
幼
児
の
発
達
に
は
違
い
が

あ
っ
て
も
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
発
達
障
害
は
１
、
２
歳

の
健
診
で
は
は
っ
き
り
判
断
は
し

き
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
１
〜
２
年
過

ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
も
多

　
発
達
障
害
は「
病
気
」で
は
な
く
、

あ
る
特
性
が
あ
っ
て
生
ま
れ
、そ
の

た
め
に
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る

「
状
態
」だ
と
言
わ
れ
て
い
る
、そ
の

「
特
性
」が
あ
っ
て
も
特
に
困
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
、診
断
も
支
援
も
必
要

と
は
限
ら
な
い
。

　
ま
た
、発
達
障
害
の
特
性
は
、家

庭
や
健
診
で
は
気
づ
き
に
く
い
面
も

あ
る
の
で
、集
団
生
活
の
場
で
あ
る

保
育
園
や
学
校
な
ど
も
連
携
し
て

早
期
の
対
応
や
支
援
を
し
て
い
る
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　
保
護
者
に
は一般
論
と
し
て
、特
性

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
話
し
て
い
き

た
い
。特
性
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
ケ

ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、新
入
学
生
に
つい
て
は
入
学

前
に
保
育
園
、幼
稚
園
に
出
向
い
て

聞
き
取
り
を
し
た
り
、入
学
後
の
き

め
細
や
か
な
ケ
ア
も
図
っ
た
り
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長

再
質
問

Q 子どもの心の発達支援を

A 関係機関が連携し支援に取り組む

い
。
保
育
園
や
学
校
な
ど
と
の
連

携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
望
む
。
一
般
の
親
に
対
し

て
も
特
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
保
護
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
優
先
順
位
の

高
い
押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
、
中

央
公
民
館
に
代
わ
る
施
設
の
原
資

と
な
る
基
金
の
積
み
立
て
も
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
現
状
を
ご
理
解
願
い

た
い
。

③
保
育
園
と
の
連
携
、保
育
士
や
教

員
等
へ
の
研
修
を
図
る
考
え
は
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問
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鷹野　一雄 議員
た か の か ず お

　
町
内
で
は
町
民
が
活
用
で
き
る
場
で

の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ「
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」の
設
置

が
少
な
く
、取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。庁
舎
内
や
町
内
各
地
の

避
難
施
設
な
ど
防
災
の
拠
点
的
場
所
に

設
置
す
る
こ
と
で
、災
害
時
の
住
民
ら
の

安
全
を
確
保
で
き
る
。

　
ま
た
、図
書
館
や
、多
く
の
町
民
が
利

用
す
る
公
民
館
な
ど
へ
の
設
置
も
必
要

だ
が
、町
の
考
え
は
。

鷹
野

　
町
内
の
各
小
学
校
は
、授
業
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
平
成
29
年
度
予
算
で
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
費

用
を
計
上
し
た
。

　
今
後
は
、図
書
館
、避
難
所
を
管
理
し

て
い
る
担
当
課
と
協
議
し
、制
限
を
設
け

た
う
え
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
設
置
し
、非
常
用

町
長

堀　門太 議員
ほ り も ん た

　
町
の
財
政
は
社
会
保
障
関
連
の
費
用

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
義
務
的
経

費
と
扶
助
費
が
増
加
し
て
い
て
、
普
通

建
設
事
業
費
の
公
共
施
設
建
設
や
用
地

取
得
な
ど
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
。

町
長

　
山
梨
県
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
、
富

士
山
や
八
ヶ
岳
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
昭
和
町
の
立
地
を
活
か
し
、

観
光
情
報
発
信
基
地
と
し
て
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
展
望
タ
ワ
ー
の
建
設
を

提
案
す
る
。

　
４
年
後
の
町
制
50
周
年
の
記
念
事

業
と
位
置
づ
け
、
寄
附
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
で
資
金
を
集
め
、
町

の
支
出
は
極
力
抑
え
て
取
り
組
み
た

い
が
、
町
の
考
え
は
。

堀

　
設
置
施
設
と
関
連
部
局
に
つい
て

は
、避
難
所
の
西
条
小
、押
原
小
、常

永
小
の
体
育
館
は
学
校
教
育
課
、地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
生
涯
学
習
課
、

甲
府
昭
和
高
校
体
育
館
は
山
梨
県
、

福
祉
避
難
所
の
総
合
会
館
は
社
会

福
祉
協
議
会
、広
域
避
難
所
の
押
原

公
園
は
都
市
整
備
課
、救
援
物
資
集

積
所
の
総
合
体
育
館
と
図
書
館
は

生
涯
学
習
課
、総
合
対
策
本
部
と
な

る
庁
舎
は
総
務
課
に
な
る
。　

　
ま
た
、設
置
の
優
先
順
位
、設
置

時
期
に
つ
い
て
は
補
助
金
の
条
件
、

財
政
状
況
も
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、総
務
省
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
整
備
支
援
事
業
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長

　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
置
に
は
関
係
部
署
が

多
岐
に
わ
た
る
と
思
う
が
、具
体
的

に
考
え
て
い
る
設
置
施
設
、関
連
部

局
は
。

　
ま
た
、整
備
に
お
い
て
は
導
入
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
、組
織
を

設
け
て
優
先
順
位
、予
算
等
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、考
え

は
。 再

質
問

　
現
在
あ
る
観
光
資
源
と
し
て
、

山
伏
川
の
桜
並
木
、
紙
漉
阿
原
の

桜
、
杉
浦
醫
院
な
ど
が
あ
る
。

　
町
制
50
周
年
の
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。
４
年
後
な
の
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

企
画
財
政
課
長

　
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う
答
弁

だ
が
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
よ
う
な
高

層
で
な
く
、
低
予
算
で
の
建
設
を

提
案
し
た
い
。

　
タ
ワ
ー
に
代
わ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
観
光
施
策
は
、
ま
た
町
制
50
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
何
か
考
え

が
あ
る
の
か
。

再
質
問

Q 町内への無線ＬＡＮの設置と活用は

A ＷｉＦｉ環境の整備を検討していく

Q 展望タワーで観光振興を

A 現状の財政では難しい

の
電
源
確
保
も
行
い
、災
害
時
の
通

信
手
段
と
し
て
い
く
な
ど
、国
の
動
向

を
見
な
が
ら
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

①
発
達
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
観
点
で
は
、５
歳
児
健
診
で

は
遅
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町

で
は
１
歳
６
ヶ
月
健
診
・
２
歳
児
健

診
・
３
歳
児
健
診
で
問
診
や
発
達

検
査
を
充
実
さ
せ
て
い
る
の
で
、５

歳
児
健
診
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

②
発
達
障
害
の
支
援
を
含
め
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目

な
い
支
援
を
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠

点
と
し
て
の「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

③
町
内
の
保
育
園
と
保
健
師
、
学

校
教
育
課
の
教
育
指
導
監
が
連
携

し
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教

員
・
保
育
士
等
の
研
修
は
、
県
の

研
修
に
参
加
し
、
資
質
向
上
に
努

め
て
い
る
。

町
長

　
発
達
障
害
は
発
見
が
難
し
く
、保

護
者
と
の
共
通
理
解
が
困
難
な
場

合
が
多
い
た
め
、発
見
す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
、支
援
に
ま
で
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
支
援
方
法
を
家
族
に
説
明
し
助

言
を
し
な
が
ら
、そ
の
子
な
り
の
成

長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

最
大
の
支
援
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
は
正
し
い
理
解
を
持
っ

て
適
切
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
や
、幼
児
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
大
切
だ
。

①
就
学
健
診
よ
り
早
い
５
歳
児
健

診
の
必
要
性
は
。

②
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
に
よ

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た

め
の
窓
口
一
本
化
に
つ
い
て
の
考
え

は
。 河

田

　
乳
幼
児
の
発
達
に
は
違
い
が

あ
っ
て
も
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
発
達
障
害
は
１
、
２
歳

の
健
診
で
は
は
っ
き
り
判
断
は
し

き
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
１
〜
２
年
過

ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
も
多

　
発
達
障
害
は「
病
気
」で
は
な
く
、

あ
る
特
性
が
あ
っ
て
生
ま
れ
、そ
の

た
め
に
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る

「
状
態
」だ
と
言
わ
れ
て
い
る
、そ
の

「
特
性
」が
あ
っ
て
も
特
に
困
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
、診
断
も
支
援
も
必
要

と
は
限
ら
な
い
。

　
ま
た
、発
達
障
害
の
特
性
は
、家

庭
や
健
診
で
は
気
づ
き
に
く
い
面
も

あ
る
の
で
、集
団
生
活
の
場
で
あ
る

保
育
園
や
学
校
な
ど
も
連
携
し
て

早
期
の
対
応
や
支
援
を
し
て
い
る
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　
保
護
者
に
は一般
論
と
し
て
、特
性

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
話
し
て
い
き

た
い
。特
性
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
ケ

ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、新
入
学
生
に
つい
て
は
入
学

前
に
保
育
園
、幼
稚
園
に
出
向
い
て

聞
き
取
り
を
し
た
り
、入
学
後
の
き

め
細
や
か
な
ケ
ア
も
図
っ
た
り
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長

再
質
問

Q 子どもの心の発達支援を

A 関係機関が連携し支援に取り組む

い
。
保
育
園
や
学
校
な
ど
と
の
連

携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
望
む
。
一
般
の
親
に
対
し

て
も
特
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
保
護
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
優
先
順
位
の

高
い
押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
、
中

央
公
民
館
に
代
わ
る
施
設
の
原
資

と
な
る
基
金
の
積
み
立
て
も
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
現
状
を
ご
理
解
願
い

た
い
。

③
保
育
園
と
の
連
携
、保
育
士
や
教

員
等
へ
の
研
修
を
図
る
考
え
は
。

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

タワーイメージ：京都タワー

15 やまなし 議会だよりしょうわ No.173
平成 29 年 4 月 27 日発行



第
１
回
定
例
会（
３
月
）委
員
会
質
疑

第
１
回
定
例
会（
３
月
）委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
田
議
員
　
ふ
る
る
子
ど
も

園
へ
の
補
助
金
が
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と
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最
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で
見
積
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予
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出
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入
札
に
よ
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額
と
な
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。

河
住
議
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子
宮
頚
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予
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ワ
ク
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種
後
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状

に
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助
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の
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は
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健
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長
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に
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が
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の
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託
は
ど
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よ
う
な
改
修

か
。ま
た
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運
営
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で
の
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論
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容
は
。

教
育
長
　
今
後
食
数
増
加

が
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込
ま
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る
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め
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数

を
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の
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・
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対
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の
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、以
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の
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で
は
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。

教
育
長
　
情
報
機
器
を
使
い

な
が
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る
。現
状
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ピ
ュ
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タ
室
や
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
の
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を
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て
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る
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後
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工
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能
の
関
係
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
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。
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堀
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員
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造
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の
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を

建
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合
、
緑
地
面
積

を
25
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か
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に
緩
和
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る
予
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と
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が
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そ
の
中

で
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を
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と
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ど
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狭
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の
中
で
緑
化
率
な
ど
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和
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に
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方
を
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て
い
く
。

副
町
長
　
緑
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を
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て

他
へ
投
資
を
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す
よ
う
に
し

て
、
雇
用
と
景
気
、
増
収
へ
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げ
よ
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と
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か

ら
、
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画
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で
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活
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化
に
つ
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が
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と
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機
関
か
ら
の

井
戸
設
置
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可
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に
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、
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下
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採
取
の
適
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化
に
関
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に
基
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き
、平
成
29
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５
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の
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を
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可
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る
こ
と
を

委
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全
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で
承
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和
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共
同
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に
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伏
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位
が
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れ
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一）　
昭
和
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で
も
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金
気（
鉄
分
等
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と
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が
ど
う
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て
か
。
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教
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で
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が
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老
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は
。

法
制
係
長
　
新
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と
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に
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と
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礼
品
に
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内
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工
会
や
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Ａ
の
利
用
を
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務
課
長
　
28
年
度
は
町
内

商
工
会
の
実
績
も
あ
り
、
今

後
も
働
き
か
け
を
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

堀
議
員
　
チ
ャ
イ
ル
ド
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ー

ト
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与
の
対
象
者
は
町
内
在

住
の
親
子
に
な
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て
い
る
が
、

祖
父
母
に
も
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与
で
き
る
よ
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に
拡
大
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て
は
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ド
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与
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の
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で
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和
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に
在
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方
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が
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る
方
、
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た
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が
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め
た
者

と
な
る
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す
る
人
は
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が
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は
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が
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が
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に
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が
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は
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の
で
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を
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甲府昭和高校との連携事業 広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
２月議員協議会時点２月議員協議会時点

中巨摩地区広域事務組合議会 研修報告

まとめ

研 修 日：平成29年2月8日（水）
研修場所：甲府・峡東地域ごみ処理施設 境川最終処分場
研修内容：ごみ焼却施設について(施設内容・運営方法・その他)

組合議会議員：河田あけみ
依田茂巳

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告

・平成28年度一般会計補正予算（第2号）歳入歳出それぞれ増額、減額せず、
歳出予算の組み替え。
・平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ363万8千円〔減額〕、歳入歳出総額：989億3948万2千円。
・平成29年度一般会計予算について、歳入歳出総額：4億7938万2千円。
・平成29年度後期高齢者医療特別会計予算について、
歳入歳出総額：993億6870万2千円。
…その他条例制定2件

・中巨摩地区清掃センターは平成４３年（１4年後）には移転予定、事前研修として甲府・
峡東地域のごみ処理施設を視察。
・当該焼却施設建設における特徴はＤＢＯ方式により民間事業者に設計から運営まで
一括して業務を行うことで、経費削減を図り、施設の特徴は、発電効率を高めるため
に、全てを発電に回し、処理水は下水道を利用して処理する。
・中巨摩地区清掃センターの焼却灰の処理は境川の最終処分場により処理され約20
年間で処理期間が終了予定。

昭和町の現状と課題について
甲府昭和高校との連携事業

県外議会の視察受入を行いました！

長野県中川村議会
・議会災害時対応の取組について
・議会モニター制度について
・井戸端会議について

平成29年1月25日（水）午後1時30分～

埼玉県皆野町議会
・住民に開かれた議会を目指す
議会広報づくりについて

平成29年2月16日（木）午前10時30分～

概　　要：甲府昭和高校生にとって最も身近な地域である昭和町。生徒たちは、
基本となる資料から昭和町の課題を設定し、有識者3名による講演
や、情報収集の仕方を学ぶ研修を経て、各自必要な情報を収集・分
析し、グループでの熟議を重ねてきた。高校1年生の目線から「昭
和町の現状と課題」についてまとめた内容を発表。

主な内容：甲府昭和高校1年生のクラスは7クラスあり、それぞれのクラスか
ら1グループ選出され、多様な視点から昭和町の現状についての課
題や解決策が提示されました。来年度も甲府昭和高校より要請があ
り、続けていく予定です。

日　　時：平成29年2月17日（金） 午後1時20分～

※甲府地区広域行政事務組合議会、三郡衛生組合議会の議会開催日程により掲載はありません。

なかがわむらなかがわむら みな の まちみな の まち

班 テーマ

１ 人口減少
in the future

出会いの場を増したり、子育てに必要な環境や施設づくりをす
る提案はとても参考になった。

社会保障の充実と出生率の向上が必要ではとの見解であっ
た。町民一人ひとりの健康意識の向上も大切であると感じた。

専業、兼業農家について調査をし、新たな農業のあり方を提案
してもらい、参考になった。
年少人口、高齢人口を比較し、住みよい町への提案をしてもらっ
た。医療のことにも触れられていたので、また政策提案の参考
にしていきたい。
町内3地区の人口を年代別に調べ、若い人、外国人が多いの
でそれを踏まえて役場の窓口対応、高齢者対策への提案もあ
り、良かった。
ホタルの住みやすい環境づくりについての提案があり、町のシ
ンボルとしてまた考えていかなければならないと感じた。

農業後継者の減少や収入の面での指摘があり、昭和町の農業
に対し、政策提言の参考になった。

人の生死と社会環境

農業を増やしたい
委員会

The population of
“Showa”

住みやすい町への
第一歩

昭和町の光 ほたる

農業人口の減少

2

3

4

5

6

7

議会から

組合議会議員：中澤康夫
開催日：2月17日（金）
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甲府昭和高校との連携事業 広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
２月議員協議会時点

中巨摩地区広域事務組合議会 研修報告

まとめ

研 修 日：平成29年2月8日（水）
研修場所：甲府・峡東地域ごみ処理施設 境川最終処分場
研修内容：ごみ焼却施設について(施設内容・運営方法・その他)

組合議会議員：河田あけみ
依田茂巳

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告

・平成28年度一般会計補正予算（第2号）歳入歳出それぞれ増額、減額せず、
歳出予算の組み替え。
・平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ363万8千円〔減額〕、歳入歳出総額：989億3948万2千円。
・平成29年度一般会計予算について、歳入歳出総額：4億7938万2千円。
・平成29年度後期高齢者医療特別会計予算について、
歳入歳出総額：993億6870万2千円。
…その他条例制定2件

・中巨摩地区清掃センターは平成４３年（１4年後）には移転予定、事前研修として甲府・
峡東地域のごみ処理施設を視察。
・当該焼却施設建設における特徴はＤＢＯ方式により民間事業者に設計から運営まで
一括して業務を行うことで、経費削減を図り、施設の特徴は、発電効率を高めるため
に、全てを発電に回し、処理水は下水道を利用して処理する。
・中巨摩地区清掃センターの焼却灰の処理は境川の最終処分場により処理され約20
年間で処理期間が終了予定。

昭和町の現状と課題について
甲府昭和高校との連携事業

県外議会の視察受入を行いました！

長野県中川村議会
・議会災害時対応の取組について
・議会モニター制度について
・井戸端会議について

平成29年1月25日（水）午後1時30分～

埼玉県皆野町議会
・住民に開かれた議会を目指す
議会広報づくりについて

平成29年2月16日（木）午前10時30分～

概　　要：甲府昭和高校生にとって最も身近な地域である昭和町。生徒たちは、
基本となる資料から昭和町の課題を設定し、有識者3名による講演
や、情報収集の仕方を学ぶ研修を経て、各自必要な情報を収集・分
析し、グループでの熟議を重ねてきた。高校1年生の目線から「昭
和町の現状と課題」についてまとめた内容を発表。

主な内容：甲府昭和高校1年生のクラスは7クラスあり、それぞれのクラスか
ら1グループ選出され、多様な視点から昭和町の現状についての課
題や解決策が提示されました。来年度も甲府昭和高校より要請があ
り、続けていく予定です。

日　　時：平成29年2月17日（金） 午後1時20分～

※甲府地区広域行政事務組合議会、三郡衛生組合議会の議会開催日程により掲載はありません。

なかがわむらなかがわむら みな の まちみな の まち

班 テーマ

１ 人口減少
in the future

出会いの場を増したり、子育てに必要な環境や施設づくりをす
る提案はとても参考になった。

社会保障の充実と出生率の向上が必要ではとの見解であっ
た。町民一人ひとりの健康意識の向上も大切であると感じた。

専業、兼業農家について調査をし、新たな農業のあり方を提案
してもらい、参考になった。
年少人口、高齢人口を比較し、住みよい町への提案をしてもらっ
た。医療のことにも触れられていたので、また政策提案の参考
にしていきたい。
町内3地区の人口を年代別に調べ、若い人、外国人が多いの
でそれを踏まえて役場の窓口対応、高齢者対策への提案もあ
り、良かった。
ホタルの住みやすい環境づくりについての提案があり、町のシ
ンボルとしてまた考えていかなければならないと感じた。

農業後継者の減少や収入の面での指摘があり、昭和町の農業
に対し、政策提言の参考になった。

人の生死と社会環境

農業を増やしたい
委員会

The population of
“Showa”

住みやすい町への
第一歩

昭和町の光 ほたる

農業人口の減少

2

3

4

5

6

7

議会から

組合議会議員：中澤康夫
開催日：2月17日（金）
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地区住民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

Ｑ
　
町
民
プ
ー
ル
の
利
用

に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
の

町
民
の
料
金
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ
　（
当
局
）　
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
25
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

65
歳
以
上
の
利
用
料
金
を

無
料
に
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
相
応
の
受
益
者

負
担
は
、
今
後
も
施
設
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
必

要
な
事
で
あ
る
と
考
え

る
。
利
用
さ
れ
る
方
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
。

Ｑ
　
各
小
学
校
の
児
童
数

の
就
学
状
況
だ
が
、
特
に

常
永
小
学
校
に
お
い
て
は
、

年
々
児
童
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
押
原

小
学
校
は
減
少
し
て
い
る

の
で
、
押
原
小
学
校
の
児

童
数
の
増
加
計
画
な
ど
あ

れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
押
原
小
学
校
の
児
童

数
に
つ
い
て
だ
が
、
平
成

28
年
度
は
、
昨
年
よ
り
１

ク
ラ
ス
増
と
な
っ
た
。
現

在
、
市
街
化
調
整
区
域
内

の
開
発
な
ど
、
将
来
、
押

原
地
区
の
住
民
が
増
加
す

る
よ
う
、
町
や
地
元
と
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小学校の就学状況は？
小学校の就学状況は？

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　16
名

　教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　石
原

　高
明

　金
丸

　富
一

　河
田
あ
け
み

　河
住

　保
茂

　石
原

　一好

　三
井

　猛
議
長

　遠
藤

　辰
男

　鷹
野

　一雄

　中
澤

　康
夫

１
月
１８
日
　区
公
会
堂

河
東
中
島
区 

（
第
１０
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
押
原
公
園
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
公
園
外
周
の

街
灯
が
10
本
ぐ
ら
い
消
え

て
い
る
の
で
点
検
し
て
ほ

し
い
。
更
に
、
公
園
内
の

休
憩
小
屋
６
か
所
に
ブ

ル
ー
系
の
防
犯
灯
を
付
け

て
ほ
し
い
。

Ａ
　（
当
局
）押
原
公
園
の

ソ
ー
ラ
ー
照
明
等
に
つ
い

て
は
、
電
球
交
換
を
行

う
。
地
上
高
１
ｍ
ほ
ど
の

街
灯
は
、
壊
さ
れ
た
の
で

工
事
が
必
要
に
な
る
。
休

憩
小
屋
の
照
明
は
、
深
夜

の
青
少
年
の
集
ま
る
場
所

に
な
る
た
め
設
置
す
る
予

定
は
な
い
。
し
か
し
夜
間

暗
す
ぎ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
園
路
の
照
明
と
合
わ

せ
て
平
成
29
年
度
に
対
策

を
す
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

Ｑ
　
身
延
線
と
並
行
し
て

い
る
農
道
１
０
０
号
線
の
一

部
が
破
損
し
て
お
り
大
変

危
険
で
あ
る
。
至
急
確
認

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
あ
る
部
分
に
お
い
て

は
、
将
来
中
央
通
り
線
が

横
断
す
る
予
定
で
あ
り
そ

の
場
所
の
整
備
は
行
わ
な

い
が
、
そ
の
他
は
順
次
整

備
を
行
う
予
定
。

押原公園の防犯対策を！
押原公園の防犯対策を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　26
名

　産
業
土
木
常
任
委
員
会

　中
澤

　康
夫

　薬
袋

　義
久

　遠
藤

　辰
男

　樋
口

　敏
夫

　堀

　門
太

　

　三
井

　猛
議
長

　石
原

　高
明

１
月
21
日
　区
公
会
堂

押
越
区 

（
第
１1
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
高
齢
者
の
免
許
返
納

に
よ
り
、
今
後
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
回
数
が
増
え

る
。
お
金
が
か
か
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用

し
た
い
が
ど
う
か
。

Ａ
　（
当
局
）　
昭
和
町
は

現
時
点
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
考
え

て
い
な
い
。
将
来
的
に
は
、

商
業
施
設
や
公
共
施
設
、

医
療
機
関
主
要
駅
な
ど
を

結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

検
討
は
、
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
介
護
保
険
料
は
、
65

歳
よ
り
支
払
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
健
康
な
人
に
は
恩

恵
が
な
い
。
例
え
ば
人
間

ド
ッ
ク
が
無
料
に
な
る
と

か
、
な
に
か
特
典
は
。

Ａ
　
介
護
保
険
は
国
の
法

律
で
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。
法
律
を

変
え
る
か
、
条
例
で
変
更

す
る
し
か
な
く
難
し
い
問

題
で
あ
る
。

Ａ
　（
当
局
）住
民
に
収
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険

料
は
、
実
際
の
介
護
費
に

充
当
す
る
分
以
外
に
、
現

在
、
健
康
な
方
々
が
今
後

も
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、

継
続
し
て
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
な
予
防
事
業
に
も

そ
の
財
源
を
充
て
て
い
る
、

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
す
る
。

コミュニティ
バスの運行を！
コミュニティ
バスの運行を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　区
民

　14
名

　産
業
土
木
常
任
委
員
会

　中
澤

　康
夫

　薬
袋

　義
久

　遠
藤

　辰
男

　樋
口

　敏
夫

　堀

　門
太

１
月
2８
日
　区
公
会
堂

西
条
新
田
区 
（
第
12
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
西
条
二
区
に
は
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
通

学
路
が
多
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
そ
の
安
全
対
策
を

町
や
議
会
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
西
条
小
学
校
付
近
は

ゾ
ー
ン
30
指
定
が
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
押
原
小
学

校
・
常
永
小
学
校
付
近
に

つ
い
て
も
ゾ
ー
ン
30
指
定

が
さ
れ
る
。
３
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
通
学
路
に
お

い
て
の
危
険
個
所
の
一
斉
点

検
を
平
成
29
年
、
１
月
27

日
に
実
施
予
定
し
て
い

る
。
地
域
か
ら
も
併
せ
て

危
険
個
所
の
改
善
要
望
を

教
育
委
員
会
へ
提
出
し

て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
西
条
二
区
の
公
会
堂

は
規
模
が
小
さ
く
、
避
難

場
所
の
確
保
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
新
公
会
堂

建
設
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
　
西
条
二
区
公
会
堂
の

用
地
確
保
の
要
望
は
出
し

て
お
り
、
公
園
用
地
確
保

と
共
に
、
前
向
き
に
計
画

が
進
行
し
て
い
る
。
計
画

着
手
時
期
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

緑
の
基
本
計
画
策
定
以
降

と
な
る
。
地
元
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
。

通学路の安全対策を！
通学路の安全対策を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　区
民

　23
名

　総
務
常
任
委
員
会

　林

　
　和
仁

　依
田

　茂
巳

　田
中

　博
愛

　塚
原

　將
司

　鷹
野

　一雄

　三
井

　猛
議
長

１１
月
１８
日
　区
第
一
公
会
堂

西
条
二
区 

（
第
８
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
萩
原
石
油
付
近
交
差

点
は
、
児
童
の
通
学
路
と

な
っ
て
お
り
、
事
故
が
非
常

に
多
く
危
険
度
が
高
い
現

状
で
あ
る
。
信
号
機
の
設

置
を
早
急
に
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ
　
町
が
南
甲
府
警
察
署

へ
強
く
要
望
し
て
い
る
。

県
全
体
で
、
年
間
９
基
の

信
号
機
設
置
計
画
に
基
づ

き
順
次
設
置
し
て
い
る
状

況
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
信
号
機
の

設
置
を
強
く
要
望
す
る
よ

う
、
当
局
へ
伝
え
る
。

Ｑ
　
常
永
ゆ
め
広
場
に
つ

い
て
、
芝
生
広
場
に
お
い

て
、
区
民
運
動
会
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
道
具
置
き

場
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
実
施
可
能
。
芝
生
広
場

全
体
の
半
分
を
、
無
料
に

て
貸
し
出
す
よ
う
に
現
在

な
っ
て
い
る
。
貸
し
出
し

の
方
法
は
、
管
理
事
務
所

に
芝
生
広
場
の
利
用
予
定

表
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に

記
入
の
上
、
都
市
整
備
課

公
園
係
へ
申
し
込
み
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

道
具
置
き
場
は
な
い
た
め
、

各
自
管
理
を
お
願
い
す

る
。
区
民
運
動
会
に
つ
い

て
は
、
区
の
行
事
な
の
で

利
用
で
き
る
が
、
全
体
の

半
分
利
用
で
、
申
込
書
が

必
要
に
な
る
。

交差点に信号機の設置を！
交差点に信号機の設置を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　25
名

　総
務
常
任
委
員
会

　林

　
　和
仁

　依
田

　茂
巳

　田
中

　博
愛

　塚
原

　將
司

　鷹
野

　一雄

　三
井

　猛
議
長

　薬
袋

　義
久

１2
月
１5
日
　区
公
会
堂

河
西
区 

（
第
９
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

おもなおもなおもなおもな

おもなおもな

おもなおもな
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地区住民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

Ｑ
　
町
民
プ
ー
ル
の
利
用

に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
の

町
民
の
料
金
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ
　（
当
局
）　
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
25
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

65
歳
以
上
の
利
用
料
金
を

無
料
に
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
相
応
の
受
益
者

負
担
は
、
今
後
も
施
設
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
必

要
な
事
で
あ
る
と
考
え

る
。
利
用
さ
れ
る
方
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
。

Ｑ
　
各
小
学
校
の
児
童
数

の
就
学
状
況
だ
が
、
特
に

常
永
小
学
校
に
お
い
て
は
、

年
々
児
童
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
押
原

小
学
校
は
減
少
し
て
い
る

の
で
、
押
原
小
学
校
の
児

童
数
の
増
加
計
画
な
ど
あ

れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
押
原
小
学
校
の
児
童

数
に
つ
い
て
だ
が
、
平
成

28
年
度
は
、
昨
年
よ
り
１

ク
ラ
ス
増
と
な
っ
た
。
現

在
、
市
街
化
調
整
区
域
内

の
開
発
な
ど
、
将
来
、
押

原
地
区
の
住
民
が
増
加
す

る
よ
う
、
町
や
地
元
と
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小学校の就学状況は？
小学校の就学状況は？

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　16
名

　教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　石
原

　高
明

　金
丸

　富
一

　河
田
あ
け
み

　河
住

　保
茂

　石
原

　一好

　三
井

　猛
議
長

　遠
藤

　辰
男

　鷹
野

　一雄

　中
澤

　康
夫

１
月
１８
日
　区
公
会
堂

河
東
中
島
区 

（
第
１０
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
押
原
公
園
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
公
園
外
周
の

街
灯
が
10
本
ぐ
ら
い
消
え

て
い
る
の
で
点
検
し
て
ほ

し
い
。
更
に
、
公
園
内
の

休
憩
小
屋
６
か
所
に
ブ

ル
ー
系
の
防
犯
灯
を
付
け

て
ほ
し
い
。

Ａ
　（
当
局
）押
原
公
園
の

ソ
ー
ラ
ー
照
明
等
に
つ
い

て
は
、
電
球
交
換
を
行

う
。
地
上
高
１
ｍ
ほ
ど
の

街
灯
は
、
壊
さ
れ
た
の
で

工
事
が
必
要
に
な
る
。
休

憩
小
屋
の
照
明
は
、
深
夜

の
青
少
年
の
集
ま
る
場
所

に
な
る
た
め
設
置
す
る
予

定
は
な
い
。
し
か
し
夜
間

暗
す
ぎ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
園
路
の
照
明
と
合
わ

せ
て
平
成
29
年
度
に
対
策

を
す
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

Ｑ
　
身
延
線
と
並
行
し
て

い
る
農
道
１
０
０
号
線
の
一

部
が
破
損
し
て
お
り
大
変

危
険
で
あ
る
。
至
急
確
認

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
あ
る
部
分
に
お
い
て

は
、
将
来
中
央
通
り
線
が

横
断
す
る
予
定
で
あ
り
そ

の
場
所
の
整
備
は
行
わ
な

い
が
、
そ
の
他
は
順
次
整

備
を
行
う
予
定
。

押原公園の防犯対策を！
押原公園の防犯対策を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　26
名

　産
業
土
木
常
任
委
員
会

　中
澤

　康
夫

　薬
袋

　義
久

　遠
藤

　辰
男

　樋
口

　敏
夫

　堀

　門
太

　

　三
井

　猛
議
長

　石
原

　高
明

１
月
21
日
　区
公
会
堂

押
越
区 

（
第
１1
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
高
齢
者
の
免
許
返
納

に
よ
り
、
今
後
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
回
数
が
増
え

る
。
お
金
が
か
か
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用

し
た
い
が
ど
う
か
。

Ａ
　（
当
局
）　
昭
和
町
は

現
時
点
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
考
え

て
い
な
い
。
将
来
的
に
は
、

商
業
施
設
や
公
共
施
設
、

医
療
機
関
主
要
駅
な
ど
を

結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

検
討
は
、
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
介
護
保
険
料
は
、
65

歳
よ
り
支
払
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
健
康
な
人
に
は
恩

恵
が
な
い
。
例
え
ば
人
間

ド
ッ
ク
が
無
料
に
な
る
と

か
、
な
に
か
特
典
は
。

Ａ
　
介
護
保
険
は
国
の
法

律
で
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。
法
律
を

変
え
る
か
、
条
例
で
変
更

す
る
し
か
な
く
難
し
い
問

題
で
あ
る
。

Ａ
　（
当
局
）住
民
に
収
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険

料
は
、
実
際
の
介
護
費
に

充
当
す
る
分
以
外
に
、
現

在
、
健
康
な
方
々
が
今
後

も
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、

継
続
し
て
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
な
予
防
事
業
に
も

そ
の
財
源
を
充
て
て
い
る
、

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
す
る
。

コミュニティ
バスの運行を！
コミュニティ
バスの運行を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　区
民

　14
名

　産
業
土
木
常
任
委
員
会

　中
澤

　康
夫

　薬
袋

　義
久

　遠
藤

　辰
男

　樋
口

　敏
夫

　堀

　門
太

１
月
2８
日
　区
公
会
堂

西
条
新
田
区 

（
第
12
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
西
条
二
区
に
は
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
通

学
路
が
多
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
そ
の
安
全
対
策
を

町
や
議
会
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
西
条
小
学
校
付
近
は

ゾ
ー
ン
30
指
定
が
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
押
原
小
学

校
・
常
永
小
学
校
付
近
に

つ
い
て
も
ゾ
ー
ン
30
指
定

が
さ
れ
る
。
３
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
通
学
路
に
お

い
て
の
危
険
個
所
の
一
斉
点

検
を
平
成
29
年
、
１
月
27

日
に
実
施
予
定
し
て
い

る
。
地
域
か
ら
も
併
せ
て

危
険
個
所
の
改
善
要
望
を

教
育
委
員
会
へ
提
出
し

て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
西
条
二
区
の
公
会
堂

は
規
模
が
小
さ
く
、
避
難

場
所
の
確
保
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
新
公
会
堂

建
設
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
　
西
条
二
区
公
会
堂
の

用
地
確
保
の
要
望
は
出
し

て
お
り
、
公
園
用
地
確
保

と
共
に
、
前
向
き
に
計
画

が
進
行
し
て
い
る
。
計
画

着
手
時
期
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

緑
の
基
本
計
画
策
定
以
降

と
な
る
。
地
元
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
。

通学路の安全対策を！
通学路の安全対策を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　区
民

　23
名

　総
務
常
任
委
員
会

　林

　
　和
仁

　依
田

　茂
巳

　田
中

　博
愛

　塚
原

　將
司

　鷹
野

　一雄

　三
井

　猛
議
長

１１
月
１８
日
　区
第
一
公
会
堂

西
条
二
区 

（
第
８
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　
萩
原
石
油
付
近
交
差

点
は
、
児
童
の
通
学
路
と

な
っ
て
お
り
、
事
故
が
非
常

に
多
く
危
険
度
が
高
い
現

状
で
あ
る
。
信
号
機
の
設

置
を
早
急
に
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ
　
町
が
南
甲
府
警
察
署

へ
強
く
要
望
し
て
い
る
。

県
全
体
で
、
年
間
９
基
の

信
号
機
設
置
計
画
に
基
づ

き
順
次
設
置
し
て
い
る
状

況
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
信
号
機
の

設
置
を
強
く
要
望
す
る
よ

う
、
当
局
へ
伝
え
る
。

Ｑ
　
常
永
ゆ
め
広
場
に
つ

い
て
、
芝
生
広
場
に
お
い

て
、
区
民
運
動
会
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
道
具
置
き

場
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
実
施
可
能
。
芝
生
広
場

全
体
の
半
分
を
、
無
料
に

て
貸
し
出
す
よ
う
に
現
在

な
っ
て
い
る
。
貸
し
出
し

の
方
法
は
、
管
理
事
務
所

に
芝
生
広
場
の
利
用
予
定

表
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に

記
入
の
上
、
都
市
整
備
課

公
園
係
へ
申
し
込
み
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

道
具
置
き
場
は
な
い
た
め
、

各
自
管
理
を
お
願
い
す

る
。
区
民
運
動
会
に
つ
い

て
は
、
区
の
行
事
な
の
で

利
用
で
き
る
が
、
全
体
の

半
分
利
用
で
、
申
込
書
が

必
要
に
な
る
。

交差点に信号機の設置を！
交差点に信号機の設置を！

●
出
席
者

●
参
加
議
員

●
地
元
議
員

　区
民

　25
名

　総
務
常
任
委
員
会

　林

　
　和
仁

　依
田

　茂
巳

　田
中

　博
愛

　塚
原

　將
司

　鷹
野

　一雄

　三
井

　猛
議
長

　薬
袋

　義
久

１2
月
１5
日
　区
公
会
堂

河
西
区 

（
第
９
回
）

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

おもなおもなおもなおもな

おもなおもな

おもなおもな
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第
５
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

最優秀賞
　受賞！！
最優秀賞
　受賞！！
最優秀賞
　受賞！！

議員記者が行く！のテーマは「食生活改善推進員会」。町内で活躍する皆様に
スポットを当て、活動の姿を追っていきます。今回は会長の篠原さんを取材しました。

食生活改善推進員会

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1平成28年度、当議会広報が “議会だより 町村の部○○○賞”を受賞！
2　野町長所信表明　基本とするのは３つの○
3甲府昭和高校との連携事業　「昭和町の○○と○○」についてまとめた！

Q 主な活動は？

A 統一メニューでの各地区伝達講習会
生活習慣病予防教室（対象：生活習慣病
が気になる方）
はつらつ栄養教室（対象：高齢者）
食育の普及（対象：親子）
などを中心に活動しています。

定期総会での篠原会長あいさつ

各地区の連絡員

Q これからの抱負は？

A 町民の方の減塩をはじめとする食育への意
識を高めていくこと、そのためにも一緒に活
動する方を募集中です。また、各種団体との
連携などが課題です。

Q 会長から町のみなさんへ

A 食生活改善推進員会は本年50周年を迎え
ます。是非、家庭や地域で減塩を心がけてい
ただき、子どもから高齢者まで、みんなが元
気で暮らせる昭和町でありたいですね。

各区での活動

会長へのインタビュー

議会広報コンクール
町村の部

平成28年度 今回、議会だよりしょうわ171号が議会広報コンクール町村の
部において、最優秀賞を受賞しました。常に、町民の皆様が読
みやすく、議会活動や議会改革が一目でわかるよう、先進地
視察や研修を通じ研鑽を積んできました。その成果が県に認
められ、とても誇らしく感じると共に、町民や関係者の皆様に心
より感謝申し上げます。更に町民の皆様に関心を持っていた
だけるよう、広報編集委員会一同、努力していきます。

委員長　石原高明

普段議員の方がどんな活動をしているのか
よく理解できました。

（38歳・女性）

温水プールの使用料を町内外で差をつけたことは賛成
です。昭和町民の税金で運営しているのですから。それ
でも他の施設からみると安い方ですし、幼児が無料なの
で、入場者も減ることはないと思います。

（57歳・女性）

常任・特別委員会県外視察の記事を読みました。研修
地 本所防災会館よいところに行かれました、わたくしも以
前同じ所にいきました、災害はわすれたころにやってくる
と言われています。大規模災害がちかいうちに起こると
言われています、是非昭和町で学びが生かされますよう
に活躍を願います。

（40歳・女性）

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送りくだ
さい。議会だよりへの要望・意見等もありましたら、お受
けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　5月末日消印有効

議 会 ク イ ズ
正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより173号（この号）を読んでください

Q 食生活改善推進員会とはどんな組織ですか？

A 子どもから高齢者まで、会員が食を通して体の
健康を応援する組織です。現在の会員数は63
名です。 食推は全国組織で、全国のスローガン
は、「私たちの健康は私たちで」。また、私たち昭
和町のキャッチフレーズを「減塩でみんな元気！
地域・家庭」とし、地域の中でボランティア活動
を推進しています。

No.172に対する
前回のお葉書で

こんなご意見を
いただきました！
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回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

最優秀賞
　受賞！！
最優秀賞
　受賞！！
最優秀賞
　受賞！！

議員記者が行く！のテーマは「食生活改善推進員会」。町内で活躍する皆様に
スポットを当て、活動の姿を追っていきます。今回は会長の篠原さんを取材しました。

食生活改善推進員会

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1平成28年度、当議会広報が “議会だより 町村の部○○○賞”を受賞！
2　野町長所信表明　基本とするのは３つの○
3甲府昭和高校との連携事業　「昭和町の○○と○○」についてまとめた！

Q 主な活動は？

A 統一メニューでの各地区伝達講習会
生活習慣病予防教室（対象：生活習慣病
が気になる方）
はつらつ栄養教室（対象：高齢者）
食育の普及（対象：親子）
などを中心に活動しています。

定期総会での篠原会長あいさつ

各地区の連絡員

Q これからの抱負は？

A 町民の方の減塩をはじめとする食育への意
識を高めていくこと、そのためにも一緒に活
動する方を募集中です。また、各種団体との
連携などが課題です。

Q 会長から町のみなさんへ

A 食生活改善推進員会は本年50周年を迎え
ます。是非、家庭や地域で減塩を心がけてい
ただき、子どもから高齢者まで、みんなが元
気で暮らせる昭和町でありたいですね。

各区での活動

会長へのインタビュー

議会広報コンクール
町村の部

平成28年度 今回、議会だよりしょうわ171号が議会広報コンクール町村の
部において、最優秀賞を受賞しました。常に、町民の皆様が読
みやすく、議会活動や議会改革が一目でわかるよう、先進地
視察や研修を通じ研鑽を積んできました。その成果が県に認
められ、とても誇らしく感じると共に、町民や関係者の皆様に心
より感謝申し上げます。更に町民の皆様に関心を持っていた
だけるよう、広報編集委員会一同、努力していきます。

委員長　石原高明

普段議員の方がどんな活動をしているのか
よく理解できました。

（38歳・女性）

温水プールの使用料を町内外で差をつけたことは賛成
です。昭和町民の税金で運営しているのですから。それ
でも他の施設からみると安い方ですし、幼児が無料なの
で、入場者も減ることはないと思います。

（57歳・女性）

常任・特別委員会県外視察の記事を読みました。研修
地 本所防災会館よいところに行かれました、わたくしも以
前同じ所にいきました、災害はわすれたころにやってくる
と言われています。大規模災害がちかいうちに起こると
言われています、是非昭和町で学びが生かされますよう
に活躍を願います。

（40歳・女性）

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送りくだ
さい。議会だよりへの要望・意見等もありましたら、お受
けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　5月末日消印有効

議 会 ク イ ズ
正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより173号（この号）を読んでください

Q 食生活改善推進員会とはどんな組織ですか？

A 子どもから高齢者まで、会員が食を通して体の
健康を応援する組織です。現在の会員数は63
名です。 食推は全国組織で、全国のスローガン
は、「私たちの健康は私たちで」。また、私たち昭
和町のキャッチフレーズを「減塩でみんな元気！
地域・家庭」とし、地域の中でボランティア活動
を推進しています。

No.172に対する
前回のお葉書で

こんなご意見を
いただきました！いただきました！
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青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に Vol.36

議会事務局長に深川和彦氏議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
次
回
定
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会
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６
日（
火
）　
開
催
予
定
で
す
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仕
事
の
都
合
で
平
成
８
年
８
月
に
、埼
玉
県
か
ら

昭
和
町
に
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。家
族
帯
同
と
言

う
事
も
有
り
、会
社
か
ら
事
前
に
旧
竜
王
町
と
昭
和

町
の
ア
パ
ー
ト
を
紹
介
さ
れ
、会
社
に
は
少
し
遠
い
昭

和
町
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
理
由
は
生
活
に
便
利
で
静
か
な
環
境
で
し
た
の

で
、子
供
達
も
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
と
思
い
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
５
年
程
経
っ
た
頃
、こ
の
土
地
で一生
暮

ら
し
て
行
き
た
い
と
の
思
い
で
、昭
和
町
内
、特
に
紙

漉
阿
原
区
内
で
土
地
を
探
し
、家
を
建
て
ま
し
た
。

自
治
会
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、改
め
て
地
域
の

事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
17
年
に
は
組
長
を
経
験
し
、よ
り
近
隣

の
人
達
と
親
し
く
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。区
の
行
事

や
学
校
奉
仕
活
動
も
、仕
事
が
有
る
上
で
大
変
で
し

た
が
、自
分
の
出
来
る
事
を
遣
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

子
供
達
も
成
人
し
、自
分
の
会
社
生
活
も
残
す
と
こ

ろ
７
年
に
成
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
長
い
こ
の
昭
和
町

で
の
生
活
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
、中
部
横
断
自
動
車

道
開
通
、大
型
ス
ー
パ
ー
増
築
で
昭
和
町
も
益
々
発

展
す
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。災
害
に
も
環
境
に
も
安

心
安
全
な
街
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
出
来
る
事
を 

紙
漉
阿
原
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か
わ
ぐ
ち

た
け
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口

　武

　
私
が
茨
城
県
か
ら
嫁
いで
、間
も
な
く
半
世
紀
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
時
の
昭
和
町
は
、自
然
が
豊
か
で
と
て
も
の
ど
か
な
町

で
し
た
。北
は
八
ヶ
岳
そ
し
て
南
に
は
富
士
の
美
し
い
姿
を
い

つ
も
いつ
も
仰
ぎ
見
な
が
ら
暮
ら
せ
る
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な
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し
み
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豊
か
な
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達
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皆
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入
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ら
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ま
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ま
す
。
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く
に
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れ
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グ
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張
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ぶ
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。
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々
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ぐ
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す
が
、若
者
達
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子
育
て
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す
く
、そ
し
て
利
便

性
に
優
れ
た
住
み
よ
い
町
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
自

然
を
よ
り
よ
く
残
し
て
、いつ
ま
で
も
美
味
し
い
地
下
水
が
い

た
だ
け
る
様
な
調
和
の
と
れ
た
美
し
い
町
づ
く
り
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心
が
け

て
い
た
だ
き
た
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す
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
昭
和
町
も
高
齢
化
率
が
高
く
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、車
の
免
許
証
返
納
後
の
交
通
手
段
等
に

つい
て
、良
い
方
法
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考
え
て
頂
き
、高
齢
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に
も
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
早
急
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実
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さ
れ
る
事
を
切
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ま
す
。

調
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和
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ど
う

や
す

こ

さん

遠
藤

　泰
子

•平成25年4月1日から4年間、
議会事務局長として勤務された
今澤幸広氏が企画財政課長へ。
•平成24年4月1日から5年間（産休1年）
議会事務局職員として勤務された
磯部千鶴氏が町民窓口課へ。
•平成29年4月1日付の人事異動により、後任として
前環境経済課長の深川和彦氏が議会事務局長に着
任となりました。
よろしくお願いします。
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